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町制施行１０周年を祝う

　町制施行１０周年記念式典がふるさと産業

文化館で行われ、江口ささら保存会の皆さん

より勇壮なささら舞が披露されました。



（２）

夢を育むまちづくり

心
を
一
つ
に
 夢
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

町

制

施

行
　

周

年

記

念

式

典

１０

町では１０月５日、町制施行１０周年記念式典をふるさと産業文化館で開催

し、町制施行１０周年を祝いました。式典の開会前には、館林商工高等学校

の生徒が作製した「明和町紹介ビデオ」の上映や式典終了後には江口のさ

さら舞いなどが行われ、式典に花を添えました。

　
本
町
は
、
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
平

成
　
年
　
月
に
県
下
　
番
目
の
町
と
し

１０

１０

３３

て
誕
生
し
、
今
年
で
　
年
目
を
迎
え
ま

１０

し
た
。

　
式
典
で
は
、
大
澤
群
馬
県
知
事
を
は

じ
め
国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
、
関
係

機
関
代
表
な
ど
約
５
４
０
人
を
迎
え
て

町
制
施
行
　
周
年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し

１０

た
。
恩
田
町
長
は
式
辞
で
「
町
制
施
行

　
年
を
契
機
に
町
民
相
互
の
、
対
話
・

１０行
動
・
信
頼
を
基
本
姿
勢
と
す
る
心
を

一
つ
に
し
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
夢

を
育
め
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
へ
と
決

意
を
新
た
に
す
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
ま
た
、
前
町
長
ら
自
治
功
労

者
９
人
、
町
政
功
労
者
３
人
と
小
学
４

年
生
か
ら
募
集
し
た
　
周
年
記
念
作
文

１０

「
　
年
後
の
わ
た
し
（
ぼ
く
）
と
明
和
町
」

１０の
入
賞
者
　
人
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、

１０

最
優
秀
賞
の
金
子
由
香
里
さ
ん
（
東
小

学
校
の
部
）
と
内
堀
海
玖
さ
ん
（
西
小

学
校
の
部
）
が
作
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
町
民
憲
章
を
藤
江
教
育
長

職
務
代
理
者
と
小
学
４
年
生
　
人
で
力

１０

強
く
唱
和
し
ま
し
た
。
そ
の
後
多
数
の

来
賓
の
か
た
か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、
受

賞
者
を
代
表
し
て
齋
藤
憲
さ
ん
が
「
私

た
ち
は
、
本
日
の
受
賞
を
最
大
の
誇
り

と
し
、
こ
の
感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

今
後
尚
一
層
、
明
る
く
住
み
よ
い
明
和

町
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
最
後
に
岡
安
副
議
長
の
発
声
で
万
歳

三
唱
を
行
い
、
町
制
施
行
　
周
年
の
祝

１０

福
と
今
後
の
発
展
を
祈
り
ま
し
た
。

盛大に行われた町制施行１０周年記念式典

町制施行１０周年を祝い万歳三唱



（３）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

自
治
功
労
者

□
前
明
和
町
長

　
斎
藤
　
　
憲
（
大
　
輪
）　

□
前
明
和
町
助
役

　
江
原
　
　
勉
（
館
林
市
）

□
前
明
和
町
収
入
役

　
浦
野
　
和
夫
（
新
　
里
）　
　

□
元
明
和
町
教
育
長

　（
故
）
築
比
地
　
榮
（
邑
楽
町
）

□
元
明
和
町
議
会
議
長

　
松
本
　
　
功
（
大
　
輪
）

　
金
子
　
竹
雄
（
入
ケ
谷
）

□
元
明
和
町
区
長
会
長
（
３
年
以
上
）

　
折
原
　
常
二
（
大
佐
貫
）

□
農
業
共
済
役
員

　
蓮
見
　
冨
治
（
南
大
島
）

□
前
保
護
司

　
渡
邉
　
和
夫
（
矢
　
島
）

町
政
功
労
者

□
教
育
文
化
・
地
方
自
治
に
寄
与

　
大
澤
　
新
一
（
矢
　
島
）

　
・
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
　
年
10

　
・
元
文
化
財
保
護
調
査
委
員
３
年

　
奈
良
　
　
繁
（
中
　
谷
）

　
・
前
区
長
６
年

　
・
元
副
区
長
２
年

・
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
　
２
年
６
か
月

　
砂
賀
　
新
一
（
斗
合
田
）

　
・
元
消
防
団
長
６
年

　
・
元
消
防
団
副
団
長
８
年

　
・
元
消
防
団
分
団
長
２
年

　
・
前
青
少
年
育
成
補
導
推
進
員
　
年
１２

　
・
社
会
教
育
委
員
６
年

町
制
施
行
　
周
年
記
念
作
文

１０

【
東
小
学
校
の
部
】 

 

最
優
秀
賞
　
金
子
由
香
里

優
秀
賞
　
　
田
口
　
百
香
 

佳
　
作
　
　
岡
田
　
日
音

佳
　
作
　
　
赤
坂
　
佑
典

佳
　
作
　
　
手
嶋
　
一
登

【
西
小
学
校
の
部
】

最
優
秀
賞
　
内
堀
　
海
玖

優
秀
賞
　
　
金
子
　
泰
士

佳
　
作
　
　
堀
口
　
友
希

佳
　
作
　
　
片
島
　
瑠
菜

佳
　
作
　
　
薗
田
　
瑞
穂
　

平
成
　
年
１０

　
月
　
町
制
施
行
記
念
式
典
（
明
和

１０
町
誕
生
）

　
月
　
町
民
憲
章
制
定

１０　
月
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市
宣
言

１０平
成
　
年
１１

６
月
　
三
重
県
明
和
町
と
友
好
交

流
提
携
調
印

６
月
　
町
交
通
安
全
に
関
す
る
条

例
制
定
（
県
内
初
）

８
月
　
第
１
回
明
和
ま
つ
り
開
催

　
月
　
町
制
施
行
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

１０
完
成

平
成
　
年
 

１２

２
月
　
川
俣
事
件
記
念
碑
建
立
（
事

件
発
生
１
０
０
周
年
）

３
月
　
明
和
保
育
園
・
明
和
幼
稚
園

の
合
築
園
舎
完
成
（
県
内
初
）

４
月
　
東
部
・
西
部
学
童
保
育
所
開
所

６
月
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

平
成
　
年
　

１３

４
月
　
広
域
路
線
バ
ス
運
行
開
始

５
月
　
明
和
第
２
工
業
団
地
事
業

ス
タ
ー
ト

６
月
　
南
大
島
浄
水
場
配
水
塔
完
成

　
月
　
社
会
福
祉
会
館
開
館

１０

受

賞

者

　
　

　

　
（

敬

称

略

）

　

　
年
間
の

１０ あ
ゆ
み

明和町１０周年記念展
～町出身等の著名人作品等～

町制施行１０周年記念特集①

表彰を受ける受賞者

町民憲章を唱和する小学生の皆さん

安
按

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵展示された作品などを見学する皆さん

　町では、町制施行１０周年を記念し、

式典会場となったふるさと産業文化館

に明和町出身や明和町に深く関係のあ

る７著名人の記念展を開催しました。

　記念展には、日本画家の恩田得寿さ

ん、作曲家の利根一郎さん、写真家の

野村誠一さん、レスリングの金子博さ

ん・谷津嘉章さん・河合達夫さん、剣

道の堀口清さんの作品や賞状、メダル

などが展示されました。

安按 庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵



（４）

平
成
　
年
１４

３
月
　
西
小
学
校
屋
内
運
動
場
完
成

４
月
　
や
じ
ま
公
園
完
成

７
月
　
明
和
町
環
境
基
本
条
例
制
定

　
月
　
第
１
回
明
和
町
産
業
祭
開
催

１１平
成
　
年
１５

３
月
　
東
小
学
校
屋
内
運
動
場

３
月
　
東
小
学
校
水
泳
プ
ー
ル
完
成

　
月
　
環
境
都
市
宣
言

１０　
月
　
町
制
施
行
５
周
年
記
念
式
典

１０平
成
　
年
　

１６

３
月
　
明
和
町
ポ
イ
捨
て
及
び
犬
の
ふ

ん
害
の
防
止
に
関
す
る
条
例
制
定

３
月
　
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認

証
取
得

３
月
  明
和
町
環
境
基
本
計
画
策
定

４
月
　
公
共
下
水
道
供
用
開
始

６
月
　
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画

「
子
ど
も
た
ち
を
地
元
産
食
材
で

育
て
る
特
区
」
認
定

　
月
　
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

１２
の
推
進
に
関
す
る
条
例
制
定

平
成
　
年
　

１７

４
月
　
 役
場
新
庁
舎
開
庁

４
月
　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
（
民

間
へ
委
託
）

４
月
  第
５
次
明
和
町
総
合
計
画
お

よ
び
明
和
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
ス
タ
ー
ト

４
月
　
テ
レ
ド
ー
ム
（
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
）
事
業
ス
タ
ー
ト

　
月
　
明
和
誕
生
　
周
年
記
念
式
典

１０

５０

写
真
で
見
る
　
年
１０

明和町のあゆみ

　
年
間
の
町
の
出
来
事
を
写
真
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

１０

三重県明和町との友好交流提三重県明和町との友好交流提携携

町制施行モニュメン町制施行モニュメントト

川俣事件記念川俣事件記念碑碑

ごみ袋の無料ごみ袋の無料化化

村から町へ「明和町誕生」

県内初の幼保合築園舎

　平成１０年１０月１日、県下３３番目の町とし

て明和町誕生。

　平成１２年３月、県内初の幼稚

園・保育園合築園舎完成。後に「こ

ども園」として幼保一元化を実現。



（５）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

平
成
　
年
１８

３
月
　
新
昭
和
橋
開
通

４
月
　
幼
保
一
元
化
施
設
「
こ
ど
も

園
」
ス
タ
ー
ト

５
月
　
地
域
再
生
計
画
「
明
和
町
水

　
辺
環
境
再
生
計
画
」
認
定

７
月
　
月
曜
日
午
後
７
時
　
ま
で
役

３０

場
業
務
を
延
長
「
ハ
ー
ト
フ
ル
月

曜
日
」
ス
タ
ー
ト

７
月
　
携
帯
メ
ー
ル
（
防
犯
防
災
情

報
等
）
配
信
ス
タ
ー
ト

　
月
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
１
０
０
万
人

１２
達
成

平
成
　
年
１９

１
月
　
川
俣
駅
周
辺
整
備
協
議
ス

タ
ー
ト

３
月
　
中
学
校
体
育
館
完
成

３
月
　
明
和
分
署
新
庁
舎
開
署

４
月
　「
認
定
こ
ど
も
園
」
県
内
第
１

号
認
定

　
月
　
梨
ワ
イ
ン
「
梨
の
ほ
ほ
笑
み
」

１２
販
売
　

平
成
　
年
２０

３
月
　
に
っ
さ
と
公
園
完
成

３
月
　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
完
成

４
月
　
大
輪
地
内
工
業
団
地
事
業
ス

タ
ー
ト

７
月
　
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画

「
明
和
町
の
特
産
物
で
作
る
果
実

酒
特
区
」
認
定

８
月
　
分
別
収
集
品
数
日
本
一（
　３６

種
類
）

　
月
　
町
制
施
行
　
周
年
記
念
式
典

１０

１０

町制施行１０周年記念特集②

中学校体育中学校体育館館

明和分署新庁明和分署新庁舎舎

梨ワイン「梨のほほ笑み梨ワイン「梨のほほ笑み」」

商工生と協働、にっさと公園東商工生と協働、にっさと公園東屋屋

明和町役場新庁舎

新昭和橋開通

　平成１８年３月、群馬県の玄関口となる新昭

和橋が開通。アクセス向上により町のさらな

る飛躍が期待されます。

　平成１７年４月、役場新庁舎が開庁。町のシ

ンボル「町民みんなの集う家」として環境にも

配慮した庁舎です。



（６）

一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
を
宣
言

　
平
成
　
年
　
月
1
日
町
制
が
引
か
れ
、

１０

１０

同
時
に
第
３
回
村
議
会
定
例
会
で
ス

ポ
ー
ツ
振
興
都
市
宣
言
が
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
役
場
の
駐
車
場
の
角
に
宣
言
が

掲
げ
て
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
条
文
を
要

約
す
る
と
、
町
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
を

生
活
に
取
り
入
れ
健
康
で
明
る
い
家
庭

作
り
に
、
仲
間
を
つ
く
り
友
情
・
連
帯

の
和
を
広
げ
明
る
い
地
域
づ
く
り
に
、

ま
た
、
体
と
心
を
き
た
え
、
人
間
愛
を

育
む
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

と
あ
り
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
苦
手
だ
、
体
を
動
か
す

の
は
お
っ
く
う
だ
と
思
っ
て
い
る
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
年
齢
や
体

力
に
応
じ
て
手
軽
に
飛
び
込
ん
で
行
け

る
ス
ポ
ー
ツ
を
何
か
見
つ
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
各
地

区
に
体
育
指
導
員
の
方
も
お
り
ま
す
し
、

相
談
す
れ
ば
き
っ
と
何
か
自
分
に
適
し

た
運
動
が
見
つ
か
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。
幸
い
に
も
、
我
が
町
に
は
、
体
育

館
や
プ
ー
ル
そ
し
て
運
動
公
園
等
々
整

備
の
整
っ
た
施
設
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
活
用
し
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

さ
あ
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
都
市
宣
言
か
ら
　
年
１０

自
分
に
合
う
ス
ポ
ー
ツ
を
鎧

町民リポーター

　山田　雅万

年年年年年年年年年年
間間間間間間間間間間
をををををををををを
振振振振振振振振振振
りりりりりりりりりり
返返返返返返返返返返
るるるるるるるるるる

１１１１１１１１１１００００００００００

そそそそそそそそそそ
しししししししししし
てててててててててて
未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来
へへへへへへへへへへ

明
和
町
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年
で
　
年
を
迎
え
ま
し
た
。
一
言
に
　
年
と

１０

１０

い
っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ
様
変
わ
り
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
３
人
の
町
民

リ
ポ
ー
タ
ー
が
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
思
い
入
れ
、
ご
み
減
量
へ
の
取
り
組
み
、
子

育
て
の
環
境
に
つ
い
て
な
ど
　
年
を
振
り
返
り
、
取
材
を
通
し
て
考
え
て
み

１０

ま
し
た
。

町民リポーター１０年を振り返る
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当
時
を
振
り
返
っ
て

　
さ
て
、
こ
こ
で
　
年
前
に
町
で
は
ど

１０

ん
な
ス
ポ
ー
ツ
が
流
行
っ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
計
画

が
あ
っ
た
の
か
当
時
の
（
平
成
９
年
～

　
年
）
体
育
協
会
長
の
市
村
正
男
さ
ん

１９に
当
時
を
振
り
返
っ
て
お
話
を
伺
っ
て

み
ま
し
た
。

　
当
時
の
ス
ポ
ー
ツ
の
主
流
と
い
う
と

男
は
野
球
、
女
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
、

春
・
秋
2
回
の
大
会
の
み
で
盛
り
上
が

り
も
今
ひ
と
つ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
こ

れ
で
は
ま
す
ま
す
衰
退
し
て
行
く
の
で

は
と
心
配
し
て
、
野
球
は
誰
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
移
行

さ
せ
よ
う
と
、
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
や
近
隣
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

立
上
げ
る
な
ど
し
て
苦
労
し
た
そ
う
で

す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム
数
を
増
や
そ
う
と
尽
力
し
た

が
、
選
手
が
集
ま
ら
ず
チ
ー
ム
数
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
な
く
残
念
だ
っ
た
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
時
の
体
育
協

会
団
体
数
は
　
、
現
在
で
は
　
団
体
が

１５

１７

活
動
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
協
会
長
と
し
て
、
苦
労
し
た
こ
と
は

と
聞
い
て
み
る
と
、
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
が

盛
ん
に
な
っ
て
く
る
と
、
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
は
衰
退
し
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
っ
た
の

で
、
競
技
団
体
数
を
絶
対
に
減
ら
し
て

は
な
ら
な
い
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
奔
走

し
た
の
が
一
番
の
苦
労
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
ご
苦
労
ば
か
り
で
な
く

嬉
し
か
っ
た
こ
と
も
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。「
今
日
の
大
会
は
と
て
も
良
か
っ

た
よ
」
と
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い

た
と
き
な
ど
は
苦
労
も
疲
れ
も
一
度
に

吹
っ
飛
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
体
育
協
会
の
役
目
は
何
で
し
ょ
う
ね

と
お
聞
き
し
て
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、

「
個
人
の
潜
在
意
識
を
引
き
出
す
こ
と

で
す
ね
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
を
体
験
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
出

来
る
こ
と
な
ら
総
合
グ
ラ
ン
ド
が
欲
し

い
で
す
ね
。
利
根
川
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド

は
、
台
風
な
ど
で
増
水
す
る
と
し
ば
ら

く
使
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す
」

と
長
年
に
亘
る
夢
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

活
躍
し
た
ア
ス
リ
ー
ト

　
平
成
　
年
当
時
、
活
躍
し
て
い
た
町

10

内
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

レ
ス
リ
ン
グ
の
川
合
達
夫
さ
ん
・
陸
上

の
森
原
昌
代
さ
ん
が
全
国
規
模
で
活
躍

し
て
お
り
、
両
選
手
と
も
群
馬
県
ス

ポ
ー
ツ
賞
・
群
馬
県
体
育
協
会
ス
ポ
ー

ツ
四
賞
・
最
優
秀
選
手
賞
の
栄
に
輝
い

て
お
り
ま
し
た
。

　
幸
い
に
も
森
原
さ
ん
（
現
姓
桝
田
）

に
　
年
前
に
遡
っ
て
お
話
を
聞
く
こ
と

１０
が
で
き
ま
し
た
。

　
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
・
女
子
七
種
競

技
で
見
事
優
勝
日
本
一
に
輝
き
、
当
時

は
高
校
生
で
勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
の
両
立

で
ご
苦
労
な
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

「
家
族
や
両
親
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
早
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
厳
し
い

練
習
に
耐
え
競
技
に
も
没
頭
で
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
開
口
一
番
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
中
学
か
ら
高
校
へ
と

環
境
も
変
わ
り
先
輩
と
の
関
係
や
記
録

が
伸
び
ず
に
悲
し
い
思
い
を
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。「
記
録
が
伸
び

始
め
る
と
大
会
が
待
ち
遠
し
く
楽
し
み

に
な
り
ま
し
た
。
　

年
前
ご
ろ
が
私
の

１０

ピ
ー
ク
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

現
在
は
子
育
て
真
っ
最
中
で
ス
ポ
ー
ツ

と
は
無
縁
で
す
が
、
い
つ
か
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
で
も
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来

は
、
子
ど
も
達
に
も
陸
上
を
や
ら
せ
た

い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
主
人
と
い
っ

し
ょ
に
子
ど
も
た
ち
の
“
追
っ
か
け
”

を
し
て
み
た
い
な
」
と
夢
を
語
っ
て
い

た
だ
い
た
森
原
さ
ん
は
、
現
在
３
人
の

お
子
様
の
マ
マ
さ
ん
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
課
題

　
さ
て
、　

年
目
の
今
年
、
体
育
協
会

１０

長
の
武
井
英
夫
さ
ん
に
現
在
の
課
題
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

群馬県総合体育大会女子１００栽ハードル（敷島競技場）

桝田さんと３人の子どもたち

市村正男さん

町制施行１０周年記念特集③
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ご
み
減
量
化
に
取
り
組
ん
だ
　
年
１０

減
量
化
は
分
別
で
鎧

町民リポーター

　野本　利一

　「
何
と
か
町
民
の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
ん
で
頂
こ
う
と
頑
張
っ
て
い

ま
す
が
、
現
実
は
厳
し
い
状
況
で
す
ね
。

例
え
ば
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
し
て
も

朝
・
夕
と
歩
い
て
い
る
方
が
沢
山
い
ま

す
ね
。
し
か
し
、
町
で
大
会
を
実
施
す

る
と
参
加
者
が
少
な
い
。
あ
る
方
に
聞

い
て
み
た
と
こ
ろ
、
町
の
大
会
は
型
に

は
め
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
「
イ
ヤ
」
だ

と
・
・
・
」
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き

た
そ
う
で
す
。「
運
営
は
大
変
で
す
が
、

今
後
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
考
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
創
設

　
今
年
の
4
月
か
ら
特
定
健
診
（
メ
タ

ボ
検
診
）
が
義
務
化
さ
れ
、
よ
り
一
層

町
民
の
皆
さ
ん
に
メ
タ
ボ
に
な
ら
な
い

た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
好
き
に

な
っ
て
参
加
し
て
頂
く
。
そ
の
た
め
に

行
政
と
一
体
に
な
り
真
剣
に
取
組
ん
で

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
そ
し
て
、
今
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設
が
全
国
で
進
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
で
、
こ
れ
は
人
々
が
、
身

近
な
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
だ
そ
う
で
す
。

①
初
心
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
（
多
世
代
）

②
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
好
す
る
人
々

　（
多
種
目
）　

③
初
心
者
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
・
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
て
参
加
で
き
る
（
多
志
向
）

　
と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
地
域
住
民
に

よ
り
自
主
的
・
主
体
的
に
運
営
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、
全
国
で
創
設
準

備
中
を
含
め
２
７
６
８
の
ク
ラ
ブ
が
創

設
さ
れ
、
群
馬
県
で
も
　
の
市
町
村
で

２３

設
立
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「
明
和
町
で
も
地
域
住
民
の
手
に
よ

り
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
創
設
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
、
そ
の
時
に
は

私
も
お
手
伝
い
を
し
た
い
」
と
力
強
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

取
材
を
終
え
て

　
初
代
会
長
さ
ん
か
ら
青
春
時
代
の
一

時
期
に
燃
え
て
活
躍
し
た
選
手
、
そ
し

て
現
会
長
さ
ん
ま
で
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
に
取
り
憑

か
れ
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
粉
骨
砕
身
頑
張
っ
て
い
る
の
に

は
頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。
ま
た
、

壮
大
な
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
我
が
町
で
も
立
ち
上
が
っ
た
ら
凄

い
な
と
ワ
ク
ワ
ク
で
す
。

　
　
年
前
に
遡
っ
て
ほ
ん
の
一
握
り
の

１０

取
材
で
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
の
お

話
や
埋
も
れ
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
反
省
し
て
い

ま
す
。
お
忙
し
い
な
か
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、“
メ

タ
ボ
”
頭
の
痛
い
言
葉
で
す
。
何
と
か

し
な
く
ち
ゃ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
が
発
行
さ
れ
た
こ
ろ
に
は
カ
ラ
ッ
と

忘
れ
ち
ゃ
う
か
も
・
・
・
。

　
　
　
　
ご
み
も
財
産
・
再
利
用
で
有

　
　
　
　
価
物

　
町
に
な
っ
て
　
年
。
ご
み
問
題
の
移

１０

り
変
わ
り
を
辿
っ
て
み
よ
う
と
町
の
環

境
保
健
委
員
の
会
長
の
橋
本
勳
さ
ん
に

お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
ご
み
も
財
産
で
す
ね
。
取
り
扱
い

が
よ
く
、
再
利
用
で
き
れ
ば
有
価
物
で

す
」
開
口
一
番
、
橋
本
さ
ん
は
言
い
ま

す
。
当
町
に
は
ご
み
処
理
施
設
が
な
く
、

可
燃
ご
み
の
処
理
を
館
林
市
に
委
託
し

て
き
た
こ
と
か
ら
、
ご
み
を
資
源
化
す

る
た
め
住
民
や
環
境
保
健
委
員
さ
ん
の

協
力
を
得
て
早
く
か
ら
分
別
収
集
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。

武井英夫さん

教室合同ウォーキング

町民リポーター１０年を振り返る
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子
ど
も
は
、
未
来
を
担
う
大
切
な
宝

で
あ
り
、
社
会
を
構
成
す
る
た
め
に
最

も
重
要
な
人
間
の
教
育
に
は
、
家
庭
・

地
域
・
町
の
連
帯
が
大
切
で
す
ね
。
明

和
村
が
町
に
な
り
早
や
　
年
、
我
が
町

１０

の
子
育
て
環
境
は
、
大
き
な
前
進
を
し

ま
し
た
。

　
平
成
　
年
に
、
幼
稚
園
、
保
育
園
は
、

１２

建
物
の
老
朽
化
・
子
供
の
減
少
に
よ
り
、

各
３
つ
の
園
を
統
合
し
、
幼
児
教
育
や

児
童
福
祉
の
拠
点
と
し
て
、
全
国
で
も

め
ず
ら
し
い
合
築
園
舎
を
整
備
し
ま
し

た
。
園
内
は
明
る
く
開
放
的
で
、
園
庭

分
別
に
対
す
る
意
識
の
変
化

　
今
か
ら
　
年
前
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
広

１０

報
め
い
わ
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。（
平

成
　
年
）
４
月
号
に
、
ご
み
の
取
り
扱

１２
い
方
が
新
し
く
な
る
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
平
成
　
年
４
月
か
ら
プ
ラ

１２

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
な
ど
を
対
象
品
目
に

加
え
て
い
ま
す
。
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
が
完
全
施
行
さ
れ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
は
家
庭
ご
み
に
占
め
る
割
合

が
他
の
品
目
に
比
べ
て
高
い
こ
と
か
ら
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ご
み
減
量
効
果
が

期
待
さ
れ
る
た
め
、
分
別
収
集
を
開
始

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
収
集

量
は
年
々
増
加
し
、
今
で
は
年
間
約
　１６

ト
ン
（
　
年
度
）
を
資
源
化
し
て
い
る

１９

そ
う
で
す
。
ご
み
の
分
別
に
対
す
る
意

識
が
皆
さ
ん
に
浸
透
し
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。

　
　
年
１
月
か
ら
は
、
そ
れ
ま
で
年
３

１７

回
の
収
集
だ
っ
た
粗
大
ご
み
収
集
が
民

間
委
託
に
よ
り
毎
月
１
回
の
収
集
に
な

り
ま
し
た
。
収
集
会
場
の
混
雑
が
緩
和

さ
れ
ス
ム
ー
ズ
な
搬
入
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。　

年
４
月
か
ら
は
、

１８

ご
み
袋
の
チ
ケ
ッ
ト
制
が
導
入
さ
れ
一

定
量
ま
で
は
実
質
ご
み
袋
が
無
料
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
余
っ
た
チ
ケ
ッ

ト
は
年
度
末
に
再
生
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
と
の
交

換
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ご
み
減
量
化

を
促
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
雑

紙
の
収
集
も
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
燃
え
る
ご
み
と
し
て
い
た
商
品
の
包

装
紙
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
メ
モ
紙

な
ど
が
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
年
４
月
か
ら
は
、
廃
食
用
油
、

１９
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
、
蛍
光
管
、
一

升
瓶
・
ビ
ー
ル
瓶
の
収
集
が
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
も
す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル

さ
れ
ま
す
。　

　
　
年
度
か
ら
は
、
ご
み
収
集
指
定
袋

２０
が
、
現
在
の
袋
（
　
リ
ッ
ト
ル
）
よ
り

４０

も
少
し
小
さ
い
サ
イ
ズ
の
袋
（
　
リ
ッ

２０

ト
ル
）
を
追
加
し
、
大
小
２
種
類
に
な

り
ま
し
た
。　
こ
れ
は
、
「
ご
み
を
分
別

し
て
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
り
燃
え
る

ご
み
の
量
を
減
ら
せ
ば
小
さ
い
袋
で
間

に
合
う
」
と
い
う
住
民
の
声
や
、
現
在

の
袋
に
ご
み
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
る
と
重

く
て
持
ち
運
び
が
大
変
で
あ
る
。
と
い

う
理
由
な
ど
で
、
少
し
小
さ
な
指
定
袋

を
も
う
一
種
類
増
や
す
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
　
橋
本
さ
ん
は
「
今
後
と
も
ご

み
の
持
ち
出
し
に
つ
い
て
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
を
さ
ら
に
進
め
、
ご
み
の
減
量

化
や
資
源
化
、
そ
し
て
町
の
環
境
美
化

に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

取
材
を
終
え
て

　
私
は
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
特
に
感

じ
た
こ
と
は
、
日
進
月
歩
の
世
の
中
、

行
政
、
住
民
、
企
業
が
真
剣
に
英
知
を

働
か
せ
て
子
々
孫
々
に
至
る
ま
で
花
薫

る
美
し
い
ま
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
心
は
同
じ
で
安
堵
し
ま
し
た
。「
混

ぜ
れ
ば
ご
み
、分
け
れ
ば
資
源
」を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
に

さ
ら
に
感
謝
の
念
を
深
く
し
、
明
和
町

の
将
来
は
明
る
い
と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
考
え
た
　
年
１０

未
来
を
担
う
大
切
な
宝
鎧

町民リポーター

　有田　理恵

皆さんの協力で収集される資源ごみ

橋本　勲さん

大
き
な
一
歩

町制施行１０周年記念特集④



（１０）

に
は
芝
が
あ
り
裸
足
で
走
り
ま
わ
っ
て

も
安
全
で
す
。

　
　
年
に
は
地
産
地
消
・
食
育
と
合
理

１６
的
な
運
営
を
目
指
し
た
構
造
改
革
特
区

の
認
定
を
受
け
て
、
幼
稚
園
児
・
３
歳

以
上
の
保
育
園
児
が
同
じ
給
食
に
な
っ

た
事
や
　
年
度
に
幼
保
の
一
元
化
を
目

１８

指
し
「
明
和
こ
ど
も
園
」
に
名
称
を
変

え
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
同
じ
教
育

や
保
育
を
提
供
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た

事
は
、
画
期
的
な
事
で
し
た
。

子
育
て
環
境
の
変
化

　
こ
こ
　
年
の
変
化
と
し
て
は
、
核
家

１０

族
が
進
み
ま
わ
り
に
相
談
で
き
る
人
が

少
な
く
な
っ
た
り
情
報
が
多
す
ぎ
た
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
度
な
心
配
や

社
会
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
育
児
ノ
イ
ロ
ー

ゼ
が
増
え
全
国
的
に
事
件
が
多
発
し
社

会
問
題
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
は
　
年
６
月
よ
り
、
子
育
て
支

１２

援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
サ
ー
ク

ル
活
動
室
を
増
設
し
て
、
就
学
前
の
子

育
て
を
し
て
い
る
親
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
、
先
生
や
子
育
て
経
験
者
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
話
を
聞
い
た
り
助
言
し

て
い
ま
す
。
特
に
強
い
不
安
を
持
つ
親

に
対
し
て
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
時

間
以
外
で
も
随
時
対
応
し
て
い
る
そ
う

で
す
。　
ま
た
、
親
同
士
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
大
切

さ
や
楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
大
切
な
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
園
の
今
　

　
現
在
の
支
援
セ
ン
タ
ー
利
用
者
は
、

就
学
前
の
子
育
て
相
談
の
ほ
か
、
子
ど

も
園
に
入
園
し
て
い
る
兄
弟
姉
妹
の
相

談
・
家
族
の
相
談
な
ど
に
も
利
用
し
、

円
滑
な
人
間
関
係
の
助
け
に
も
な
っ
て

い
る
と
喜
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
サ
ー

ク
ル
の
活
動
で
は
、
先
生
が
先
に
立
つ

の
で
は
な
く
利
用
者
が
主
と
な
り
、
セ

ン
タ
ー
は
、
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
安

全
な
場
所
を
提
供
し
て
相
談
が
あ
れ
ば

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
室
井
園
長
は
「
サ
ー
ク
ル
の
か
た

た
ち
は
、
園
の
内
外
で
一
緒
に
遊
ん
だ

り
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
し
た
り
、
誕

生
会
な
ど
を
し
た
り
と
、
と
て
も
積
極

的
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
か
た
た

ち
は
、
母
親
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
て
い
る
の
で
、
入
園
後

も
円
滑
に
過
ご
せ
る
と
い
う
利
点
が
あ

る
よ
う
で
す
。
セ
ン
タ
ー
が
始
ま
っ
た

当
時
の
よ
う
な
雨
天
の
時
の
遊
び
場
的

な
発
想
か
ら
利
用
者
の
考
え
は
大
き
く

変
化
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
町
の

３
・
４
・
５
歳
児
の
　
％
が
明
和
こ
ど

９０

も
園
に
通
園
し
て
お
り
園
児
が
増
え
た

こ
と
に
よ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る

分
多
く
の
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　「
先
生
方
は
、
仲
間
を
信
頼
す
る
こ

と
、
み
ん
な
で
協
力
を
す
る
大
切
さ
を

教
え
る
一
方
、
個
性
を
大
切
に
伸
ば
し

た
い
！
と
考
え
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
園
は
、
子
育
て
の
し
か
た
を
学

ぶ
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
、
保
護
者
は

“
子
ど
も
に
と
っ
て
何
が
最
も
重
要
な

の
か
？
”
を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
園
長
は
、
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。
親
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
一
員
と
し
て
子

ど
も
園
に
協
力
し
た
い
！
と
意
識
は
高

く
教
育
熱
心
で
あ
る
か
た
が
多
く
な
っ

た
そ
う
で
す
。

取
材
を
終
え
て

　
子
育
て
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
、
改
善
や
問
題
点
と
し
て
検
討
が
必

要
で
あ
る
点
と
し
て
は
、

①
庭
が
広
い
と
い
う
印
象
だ
が
、
園
児

の
人
数
に
す
る
と
手
狭
で
あ
る
。

②
人
数
が
多
い
た
め
、
遠
足
が
一
回
で

行
け
な
い
の
で
学
年
で
分
け
て
い
る

件
。

③
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
不
便
を
感
じ

る
方
が
多
い
。

④
担
任
を
持
っ
て
い
る
先
生
で
も
正
職

員
・
パ
ー
ト
扱
い
の
差
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
は
疑
問
を
感
じ
ま
し

た
。

　
社
会
は
、
信
じ
ら
れ
な
い
事
件
が
頻

発
し
て
い
ま
す
が
、
未
来
を
つ
く
る
子

ど
も
達
を
守
る
た
め
に
も
、
親
の
悩
み

を
解
消
し
・
子
育
て
環
境
を
整
え
、
“
子

育
て
は
、
楽
し
い
鎧
”
と
思
え
る
親
へ

の
教
育
も
支
援
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な
役

割
と
実
感
し
ま
し
た
。
私
も
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
員
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

子育て支援センター

明和こども園

町民リポーター１０年を振り返る



（１１）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

　
周
年
記
念
作
文
入
賞
者

１０

町
で
は
、
町
制
施
行
　
周
年
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
想
像
力
を
育
む
と
と

１０

も
に
今
後
の
町
政
に
役
立
て
よ
う
と
町
制
施
行
の
年
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
、

東
・
西
小
学
校
４
年
生
１
０
３
人
を
対
象
に
「
　
年
後
の
わ
た
し
（
ぼ
く
）
と

１０

明
和
町
」
を
テ
ー
マ
に
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小

学
校
で
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
１
点
、
佳
作
３
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
最
優
秀
賞
お
よ
び
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
文
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

東
小
学
校
の
部

煙
最
優
秀
賞

　
金
子
 由
香
里
 

ゆ

か

り

煙
優
秀
賞

　
田
口
　
 百
香
 

も

も

か

煙
佳
作

　
岡
田
　
 日
音
 

か

の

ん

　
赤
坂
　
 佑
典
 

ゆ

う

す

け

　
手
嶋
　
 一
登
 

か

ず

と

西
小
学
校
の
部

煙
最
優
秀
賞

　
内
堀
　
 海
  玖
 

み
 

く

煙
優
秀
賞

　
金
子
　
 泰
士
 

た

い

し

煙
佳
作

　
堀
口
　
 友
希
 

ゆ

う

き

　
片
島
　
 瑠
  菜
 

る
 

な

　
薗
田
　
 瑞
穂
 

み

づ

ほ

町制施行１０周年記念特集⑤



（１２）

【
東
小
学
校
の
部
】

　
年
後
の
わ
た
し
と
明
和
町

１０　
今
は
明
和
町
で
す
が
　
年
前

１０

は
、
明
和
村
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

明
和
町
に
な
っ
た
理
由
は
、
だ

ん
だ
ん
人
口
が
ふ
え
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。

　
明
和
町
は
明
る
く
、
お
だ
や

か
な
町
で
、
と
て
も
な
ご
め
ま

す
。
ふ
る
さ
と
の
広
場
は
、
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
あ
そ
べ
て
、

あ
そ
ぶ
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
で
も
わ
た
し
は
、
ブ
ラ

ン
コ
が
ふ
え
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

　
明
和
が
町
に
な
っ
た
　
年
前
、

１０

わ
た
し
は
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
で
し

た
。
で
も
、
こ
う
し
て
大
き
く

な
れ
た
の
は
、
ち
い
き
の
方
が

た
と
明
和
町
が
や
さ
し
く
見
ま

も
っ
て
い
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

わ
た
し
た
ち
を
見
ま
も
っ
て
い

て
く
だ
さ
い
。
そ
ん
な
明
和
町

の
　
年
後
は
「
明
和
市
」
に
な
っ

１０
て
い
る
と
わ
た
し
は
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
の
広
場
に
は
、
も
っ

と
あ
そ
び
道
具
が
た
く
さ
ん
ふ

え
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
。
明

和
図
書
館
は
、
ち
い
き
の
み
な

さ
ん
や
た
て
ば
や
し
の
方
が
た

も
利
用
で
き
る
の
で
と
て
も
い

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
年
後
は
、
わ
た
し
た
ち
４

１０
年
生
は
　
才
に
な
り
、
社
会
に

２０

ふ
み
だ
す
第
一
歩
で
す
。

　
わ
た
し
た
ち
が
大
人
に
な
れ

ば
、
明
和
町
の
人
口
は
も
っ
と

ふ
え
、
お
だ
や
か
で
生
活
し
や

す
い
明
和
町
に
な
っ
て
い
る
と

い
い
で
す
。
わ
た
し
の
し
ょ
う

ら
い
の
夢
は
、
花
屋
さ
ん
で
す
。

な
り
た
い
理
由
は
、
お
ね
え

ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
お
店
を

ひ
ら
い
て
、
お
客
さ
ん
に
え
が

お
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
か
ら

で
す
。
明
和
町
で
し
ょ
う
ら
い

の
夢
が
か
な
う
と
い
い
な
。
い

つ
も
、
あ
り
が
と
う
。
わ
た
し

た
ち
の
ふ
る
さ
と
、
明
和
町
。

　
年
後
の
わ
た
し
と
明
和
町

１０　
私
は
、
明
和
町
に
こ
ん
な
お

願
い
を
し
た
い
で
す
。

　
　
年
後
に
は
、
も
っ
と
遊
具

１０
を
ふ
や
し
て
も
ら
っ
て
多
く
の

子
ど
も
が
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
色
と
り
ど
り
の
花
を

植
え
、
明
和
町
を
明
る
く
し
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
え
の
明
和
町

の
役
場
は
、
す
ご
く
使
い
や
す

く
、
中
に
い
る
人
も
感
じ
が
良

か
っ
た
で
す
。
新
し
く
た
て
た

役
場
は
、
さ
ら
に
使
い
や
す
く

て
中
の
部
屋
は
、
す
ご
く
お

し
ゃ
れ
で
し
た
。
散
歩
す
る
道

も
あ
っ
て
、
お
花
も
き
れ
い
で
、

ふ
ん
水
が
あ
り
、
見
た
め
も
中

も
き
れ
い
で
し
た
。

　
し
ょ
う
ぼ
う
し
ょ
も
新
し
く

た
て
直
さ
れ
、
す
て
き
だ
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。
し
ょ
う
ぼ
う

し
ょ
の
外
の
か
べ
の
色
も
す
て

き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
私
の
　
年
後
は
、
も

１０

う
　
才
で
す
。

１９
　
私
の
夢
は
、
ま
だ
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
け
れ
ど
美
容
し
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

か
な
え
ば
い
い
な
ぁ
。
ま
た
そ

の
こ
ろ
に
は
、
今
よ
り
明
る
い

明
和
町
に
な
っ
て
い
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

　
あ
と
、
道
に
ゴ
ミ
が
な
い
キ

レ
イ
な
明
和
町
に
も
な
っ
て
い

て
ほ
し
い
で
す
。
も
っ
と
も
っ

と
大
人
も
子
ど
も
も
、
平
和
に

く
ら
せ
る
明
和
町
に
な
っ
て
い

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

最優秀賞

　金子由香里さん

優秀賞

　田口　百香さん

１０周年記念作文最優秀賞・優秀賞



（１３）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

【
西
小
学
校
の
部
】

　
年
後
の
わ
た
し
と
明
和
町

１０　
わ
た
し
は
、
明
和
町
に
す
ん

で
い
ま
す
。
明
和
西
小
学
校
の

４
年
生
で
　
さ
い
で
す
。
わ
た

１０

し
は
バ
レ
エ
が
大
す
き
な
の
で

い
っ
し
ょ
け
ん
め
い
練
習
を
し

て
い
ま
す
。
じ
つ
は
、
明
和
町

が
わ
た
し
た
ち
と
い
っ
し
ょ
の

　
さ
い
だ
っ
た
な
ん
て
し
り
ま

１０せ
ん
で
し
た
。
で
も
こ
の
作
文

を
書
く
ま
え
に
先
生
に
、
お
し

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す
ご
く

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
今
の
明
和
町
が
大

す
き
で
す
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、

明
和
町
に
は
、
し
ぜ
ん
が
た
く

さ
ん
あ
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な

食
べ
物
が
あ
っ
た
り
、
生
き
物

が
た
く
さ
ん
い
た
り
す
る
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
毎
日
が
と
っ
て

も
楽
し
み
で
す
ご
く
う
れ
し
い

で
す
。

　
わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
バ

レ
エ
が
大
す
き
な
の
と
ち
い
さ

い
子
が
大
す
き
な
の
で
、
バ
レ

エ
の
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

き
っ
と
将
来
の
明
和
は
、
今
の

明
和
町
よ
り
も
っ
と
す
み
や
す

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
の
明
和
町
よ
り
も
っ
と
す
み

や
す
く
な
れ
る
た
め
に
わ
た
し

が
で
き
る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ

な
勉
強
を
た
く
さ
ん
が
ん
ば
っ

た
り
、
友
達
と
な
か
よ
く
し
た

り
す
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

わ
た
し
は
、
明
和
町
の
中
で
バ

レ
エ
教
室
を
ひ
ら
き
、
明
和
町

の
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
達
を
バ

レ
エ
で
楽
し
ま
せ
て
、
明
和
町

に
少
し
で
も
お
ん
が
え
し
を
し

た
い
で
す
。

　
明
和
町
は
わ
た
し
の
ふ
る
さ

と
で
す
。
し
ぜ
ん
に
め
ぐ
ま
れ

て
い
て
と
っ
て
も
ゆ
た
か
な
町

で
す
。
わ
た
し
は
、
明
和
町
が

も
っ
と
ゆ
た
か
に
な
る
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。
わ
た
し
は
明

和
町
が
大
す
き
で
す
。

　
年
後
の
ぼ
く
と
明
和
町

１０　
今
ぼ
く
が
す
ん
で
い
る
明
和

町
は
、
と
っ
て
も
し
ぜ
ん
が
多

い
で
す
。
そ
れ
に
、
と
っ
て
も

空
気
が
お
い
し
い
で
す
。
ぼ
く

は
、
そ
ん
な
明
和
町
を
す
ご
く

す
て
き
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
に
し
ろ
い
ち
ば
ん
多
い
の

が
田
ん
ぼ
や
畑
で
す
。
ぼ
く
は

こ
の
明
和
町
の
こ
と
に
つ
い
て
、

な
ん
か
い
も
、
な
ん
か
い
も

思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
明
和
町
っ
て
と
っ
て
も
平

和
だ
な
ぁ
」
と
思
っ
た
こ
と
で
す
。

だ
か
ら
ぼ
く
は
、
こ
の
明
和
町

が
大
す
き
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
自
分
で
言
う
の
も

な
ん
だ
け
ど
、
は
っ
き
り
言
っ

て
自
分
の
こ
と
を
や
ん
ち
ゃ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
ん
ち
ゃ

で
す
が
そ
の
力
を
レ
ス
リ
ン
グ

を
な
ら
っ
て
生
か
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
自
分
は
、
た
ぶ
ん
レ
ス

リ
ン
グ
せ
ん
し
ゅ
に
な
っ
て
い

ま
す
。
と
っ
て
も
明
る
い
明
和

町
で
と
っ
て
も
す
て
き
な
成
人

し
き
を
む
か
え
、
と
っ
て
も
強

い
レ
ス
リ
ン
グ
せ
ん
手
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
し
ょ
う
ら
い
、
そ
の

す
て
き
な
明
和
町
の
中
で
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
レ
ス
リ
ン
グ
せ
ん

し
ゅ
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　
ぼ
く
の
大
す
き
な
明
和
町
、

こ
の
町
に
た
い
へ
ん
お
せ
わ
に

な
っ
た
の
で
、
ぼ
く
の
レ
ス
リ

ン
グ
の
か
つ
や
く
で
、
す
こ
し

で
も
明
和
町
の
や
く
に
た
ち
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最優秀賞

　内堀　海玖さん

優秀賞

　金子　泰士くん

町制施行１０周年記念特集⑥



（１４）

平
成
　
年
度

１９

　

決
算
報
告

平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
決
算
が
９
月
　
日
の
町
議
会
定
例
会
で
認
定
さ

１９

１８

れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
歳
入
額
が
　
億
２
４
７
万
４
７
７
５
円
、
歳

４６

出
額
が
　
億
８
４
０
８
万
９
１
５
５
円
で
差
し
引
き
２
億
１
８
３
８
万
５

４３

６
２
０
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

の 状 況　

【
歳
　
入
】

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
収
入
額
は
、

１９

約
　
億
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
町

４６
税
は
約
　
億
６
８
０
０
万
円
で
　
・

３１

６８

８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
多

い
の
は
町
債
で
、
町
の
事
業
を
行
う

に
あ
た
っ
て
の
借
入
金
、
約
２
億
５

８
０
０
万
円
で
５
・
６
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
東
西
小
学
校
の
整
備
事

業
の
た
め
に
約
９
９
０
０
万
円
、
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
べ
き
交
付
税
が

不
足
す
る
為
の
借
入
金
が
１
億
５

９
０
０
万
円
で
す
。

　
前
年
に
比
べ
増
減
率
の
大
き
い

地
方
譲
与
税
は
、
国
税
と
地
方
税
の

税
率
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、　

・
２
％
の
減
と
な
り
ま

５２

し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
　

年
度
に
初
め

１９

て
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と

な
り
、
特
別
交
付
税
の
収
入
の
み
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、　

・
３
％
の
減

５５

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
が
試

算
す
る
町
の
行
政
運
営
に
必
要
な

経
費
を
、
国
か
ら
の
交
付
税
に
頼
ら

ず
運
営
で
き
る
だ
け
の
収
入
が
あ

る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
工
業
団
地

造
成
等
に
よ
り
、
町
内
企
業
等
の
税

収
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

【
歳
　
出
】

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
の
支

１９

出
額
は
約
　
億
円
で
し
た
。

４４

　
総
務
費
決
算
　
億
５
４
０
０
万

１０

円
は
職
員
人
件
費
や
庁
舎
等
の
施

設
管
理
費
、
電
算
委
託
料
、
基
金
積

立
等
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
将
来
に
備
え
る
た
め
の
基
金
は

約
５
億
４
４
０
０
万
円
を
積
み
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
教
育
費
約
９
億
４
０
０
０
万
円

は
、
西
小
学
校
プ
ー
ル
整
備
事
業
や

東
小
学
校
・
子
ど
も
園
の
校
園
庭
整

備
、
中
学
校
の
校
舎
外
壁
補
修
工
事

等
の
施
設
整
備
や
、
生
涯
学
習
事
業

等
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
民
生
費
約

７
億
８
０
０
０
万
円
は
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
の
ほ
か

社
会
福
祉
施
設
の
運
営
や
健
康
づ

く
り
事
業
等
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

他
に
も
主
な
事
業
と
し
て
、
に
っ
さ

と
公
園
建
設
工
事
、
華
の
里
づ
く
り

支
援
事
業
、
観
光
用
梨
ワ
イ
ン
委
託

事
業
、
東
部
児
童
館
跡
地
造
成
事
業

等
を
行
い
、
予
算
に
対
す
る
執
行
割

合
は
　
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

９５



（１５）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

　 一 般 会 計

歳　入　　７億５，７４４万９，７３２円

歳　出　　７億２，９６４万８，４２２円

差し引き           ２，７８０万１，３１０円

　老人保健は、お年寄りの健康を守

るための事業です。歳出全体のほと

んどを占める医療諸費の伸びは前年

度に対して３．１％の減少となりまし

た。

歳　入　　１１億９，７８３万９，１６１円

歳　出　　１１億１，４４３万９，４８４円

差し引き　　　 ８，３３９万９，６７７円

　国民健康保険は、町民の皆さんの健

康を守る事業です。歳出全体の大部分

を占める保険給付費の伸びは前年度に

対して４．６％の増加となりました。

歳　入　　 ６億８，３６７万８，５２４円

歳　出　　 ６億５，７３０万９，９１１円

差し引き             ２，６３６万８，６１３円

　介護サービスの保険給付は、４０歳

以上の保険料と公費によって支給さ

れます。歳出全体の大部分を占める

保険給付費の伸びは前年度に対して

８．９％の増加となりました。

歳　入        ９億３，６５６万 　６２９円

歳　出        ８億８，８１４万１，５５４円

差し引き　     　４，８４１万９，０７５円

　河川の水質保全と清潔で快適な生

活環境を創るために、南大島・中谷・

江口地区の一部で３３件の枝線 管渠 築
かんきょ

造工事などを実施しました。

◇収益的収支（税込み）

収　入　　２ 億５，２７４万６，４９３円

支　出　　２ 億３，９１８万２，３０８円

差し引き　　　　１，３５６万４，１８５円

◇資本的収支（税込み）

収　入         　　６，２０５万９，０００円

支　出        １億７，１３８万２，５９５円

差し引き　△１億　９３２万３，５９５円
※資本的収支の不足額は、過年度分
損益勘定留保資金、消費税および地
方消費税資本的収支調整額で補てん
しました。

　主な事業は、南大島浄水場ろ過器

の改修、遠隔監視システムの更新、石

綿セメント管の布設替え、公共下水

道工事に伴う配水管の布設替えを実

施するなど、給水の安定を図りまし

た。

　　 特 別 会 計 の 状 況　 　

老 人 保 健

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

下 水 道 事 業

水 道 事 業



（１６）

　
第
５
回
老
人
福
祉
大
会
が
９
月

　
日
、
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
で

１２開
か
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
な
ど

関
係
者
約
３
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
長
年
に
わ

た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
お
年
寄

り
を
敬
愛
し
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、

広
く
お
年
寄
り
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
福
祉
の
増
進
を
深
め
よ
う

と
隔
年
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
式

で
は
、
恩
田
町
長
よ
り
老
人
扶
養

模
範
家
庭
の
４
世
代
以
上
同
居
の

２
家
族
お
よ
び
、
ね
た
き
り
老
人

介
護
者
２
人
を
は
じ
め
、
結
婚
　６０

周
年
を
迎
え
た
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
者
　
組
、　

周
年
を
迎
え
た
金

１２

５０

婚
者
　
組
に
表
彰
状
や
慶
祝
状
な

２０

ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
始
澤
重
信

さ
ん
は
「
こ
の
栄
誉
を
傷
つ
け
る

こ
と
な
く
、
ひ
た
す
ら
家
庭
の
円

満
と
地
域
の
福
祉
向
上
発
展
の
た

め
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
余
生

を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
お
よ
び
顕
彰
さ
れ

た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

ね
た
き
り
老
人
等
介
護

松
本
　
利
一
（
須
　
賀
）

門
間
キ
ヨ
子
（
大
　
輪
）

４
世
代
以
上
同
居
家
族

薗
部
　
邦
彦
（
上
江
黒
）

坂
上
　
宜
司
（
中
　
谷
）

多
田
正
吉
・
ア
キ
（
上
江
黒
）

新
井
富
一
・
き
み
（
江
　
口
）

田
端
武
之
焏
・
ト
ヨ
（
田
　
島
）

新
井
　
清
・
ふ
み
（
田
　
島
）

岡
安
　
榮
・
か
ず
子
（
南
大
島
）

久
保
口
明
・
シ
ゲ
（
南
大
島
）

福
地
正
章
・
ト
モ
（
南
大
島
）

福
田
佐
一
郎
・
菊
枝
（
梅
　
原
）

始
澤
三
郎
・
良
子
（
梅
　
原
）

佐
藤
松
夫
・
ツ
ル
子
（
梅
　
原
）

立
川
八
五
郎
・
ツ
ヤ
子
（
梅
　
原
）

篠
原
代
吉
・
ち
い
（
須
　
賀
）

川
﨑
六
太
郎
・
な
を
（
上
江
黒
）

田
村
卯
三
郎
・
酉
（
千
津
井
）

今
成
隆
宥
・
雪
子
（
江
　
口
）

本
澤
萬
吉
・
幸
子
（
南
大
島
）

市
村
正
男
・
き
み
（
新
　
里
）

吉
永
福
一
・
と
し
（
梅
　
原
）

吉
永
　
茂
・
米
子
（
梅
　
原
）

始
澤
重
信
・
絖
子
（
梅
　
原
）

奥
澤
信
行
・
良
子
（
梅
　
原
）

藤
倉
玉
治
・
時
子
（
川
　
俣
）

池
田
　
勇
・
幸
（
須
　
賀
）

江
原
清
吉
・
敏
子
（
須
　
賀
）

駒
宮
政
雄
・
あ
さ
（
大
　
輪
）

荒
木
太
郎
・
み
つ
江
（
大
　
輪
）

柿
沼
良
亮
・
千
代
子
（
大
　
輪
）

泉
田
光
一
・
千
代
子
（
矢
　
島
）

石
村
倉
一
・
た
ね
（
大
佐
貫
）

小
暮
亀
男
・
富
子
（
大
佐
貫
）

多
田
　
勇
・
と
め
（
大
佐
貫
）

早
川
己
吉
・
い
ち
（
大
佐
貫
）

末
永
く
お
幸
せ
に

第
５
回
老
人
福
祉
大
会
　

ダイヤモンド婚の皆さん

老
人
扶
養
模
範
家
庭
表
彰

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
顕
彰

金
婚
者
顕
彰

謝辞を述べる始澤重信、絖子ご夫妻



（１７）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
放
送
で
放

送
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
自
慢
う

た
自
慢
」
の
公
開
録
音
を
行
い
ま

す
。
観
覧
ご
希
望
の
か
た
は
、
次

の
と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
　
月
５
日
　
　
▼
開
場

１２

（金）

午
後
５
時
　
▼
開
演
　
午
後
５

時
　
分
４０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
出
演
者
　
　

　
ゲ
ス
ト
は
渥
美
二
郎
さ
ん
・
伍

代
夏
子
さ
ん
、
司
会
は
中
野
純

一
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

□
申
込
方
法
　
入
場
は
無
料
で
す

が
、
入
場
整
理
券
（
１
枚
で
２

人
ま
で
入
場
可
）
が
必
要
で
す
。

郵
便
往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏

面
と
返
信
用
表
面
に
、
郵
便
番

号
・
住
所
・
名
前
（
往
信
用
裏

面
に
は
電
話
番
号
も
）
を
明
記

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
往
復
は
が
き
の
書
き
方
を
参

考
）
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
と
な
り
、
当
選
者
に
入
場
整

理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。（
１

歳
以
上
の
お
子
様
か
ら
入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
）

※
申
し
込
み
は
、
一
人
１
枚
に
限

り
ま
す
。
複
数
枚
の
応
募
は
無
効

と
な
り
ま
す
。

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　
必
着

１１

１４

（金）

□
放
送
予
定
　

煙
第
１
部
「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た

自
慢
」　
平
成
　
年
３
月
７
日

２１

　
　
午
後
９
時
５
分

（土）
煙
第
２
部
「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン

サ
ー
ト
」　
平
成
　
年
３
月
　

２１

１４

日
　
　
午
後
９
時
５
分

（土）

□
主
催
　
明
和
町
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋

放
送
局
　

※
応
募
い
た
だ
い
た
情
報
は
、
抽

選
結
果
の
連
絡
に
使
用
し
ま
す
。

な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
番
組
や
イ

ベ
ン
ト
ご
案
内
、
受
信
料
の
お
願

い
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送

局
（
山
０
２
７
・
２
５
１
・
１
７

１
２
）、
ま
た
は
、
ふ
る
さ
と
産
業

文
化
館
（
山
　
・
５
５
５
５
）
へ
。

８４

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

　
　
　
公
開
録
音
観
覧
者
募
集

町
制
施
行
　
周
年
記
念
事
業

１０

伍代夏子さ伍代夏子さんん

渥美二郎さ渥美二郎さんん

ＮＨＫ
ラジオ

申込方法（往復はがきの書き方）



（１８）

　
　
歳
以
上
で
 、
基
準
日
か
ら
引

２０
き
続
き
３
か
月
以
上
、
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
か

た　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時

　
投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
、
レ

ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
予
定
が

あ
っ
て
投
票
に
行
け
な
い
か
た
は

期
日
前
投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
期
日
前
投
票
を
さ
れ
る
か
た
は
、

受
付
期
間
中
、
入
場
券
を
ご
持
参

の
う
え
、
役
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
な
お
、
入
場
券
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
係
員
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 
  

産
期
間
　
選
挙
期
日
の
公
示
の
日

の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま

で
（
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
は
、
審
査
の
期
日
前
７
日

か
ら
審
査
の
期
日
の
前
日
ま

で
） 
             

産
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

　
８
時

産
場
所
　
役
場
２
階
第
５
会
議
室

（
予
定
）

産
持
参
す
る
も
の
　
入
場
券

　
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し

た
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
か

た
は
、
病
院
で
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

　
病
院
長
な
ど
へ
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
障

害
の
程
度
が
定
め
ら
れ
た
基
準

に
該
当
す
る
か
た

②
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
要

介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５

と
記
載
さ
れ
て
い
る
か
た

※
郵
便
等
投
票
す
る
か
た
は
「
郵

便
等
投
票
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

早
め
に
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
所
は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

①
解
散
総
選
挙
決
定
後
郵
送
す
る

入
場
券
に
投
票
所
名
、
期
日
前

投
票
の
期
間
等
を
記
載
し
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い

②
入
場
券
は
、
１
枚
の
ハ
ガ
キ
に

ご
家
族
４
人
ま
で
の
入
場
券
が

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す

る
入
場
券
を
切
り
取
っ
て
投
票

所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
内
）
内
線
２
１
２
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  
選
挙
に
行
こ
う
外

纂
投
票
時
間

纂
投
票
で
き
る
か
た

纂
郵
便
投
票

纂
病
院
等
で
の
不
在
者
投
票

纂
投
票
所

纂
期
日
前
投
票

投票所投票区域投票区名

下江黒集荷所斗合田・下江黒　第１投票区

未定
上江黒・千津井・

江口・田島
第２投票区

中央公民館講堂新里・中谷・梅原第３投票区

南大島農構改善

センター
南大島第４投票区

大輪公民館大輪 第５投票区

明和西小学校体育館川俣・須賀 第６投票区 

大佐貫東光寺
入ケ谷・矢島・

大佐貫
第７投票区

各投票所（予定）

新
聞
報
道
等
に
よ
り
、
近
々
公
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
衆
議
院
議
員
選
挙
に
つ
い
て
、
９
月
　
日
時
点

３０

で
予
定
し
て
い
る
事
項
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
選
挙
は
、
現
在
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
に
お

い
て
、
我
が
国
の
針
路
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
重
要
な
選
挙
で
す
。 
棄
権
や
違
反
の
な
い
よ
う
、
み

ん
な
そ
ろ
っ
て
責
任
あ
る
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。



（１９）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

公共施設をご利用ください

　町では、町民のかたが住みよい環境のもと、明

るく健康な生活ができるよう、施設の整備や運営

を行っています。詳しくは、それぞれの申込先へ

お問い合わせください。

申し込み使　用　料休　館　日利用時間施　設　名

中央公民館

TEL84－4491
有　料（減免措置有り）

年末年始

（12／29～１／３）（臨時休館日）
午前９時～午後９時30分中央公民館

ふるさと産業文化館

TE84－5555
有　料（減免措置有り）

毎週月曜日　年末年始

（12／28～１／４）（臨時休館日）
午前９時～午後10時

ふるさと

産業文化館

図　書　館

TEL84－5555
無　料

毎週月曜日　年末年始

（12／28～１／４）（臨時休館日）

午前９時30分～午後６時15

分
図　書　館

社会体育館

TEL84－4626

有　料（減免措置有り）
毎週月曜日　年末年始

（12／29～１／３）（臨時休館日）
午前９時～午後９時30分社会体育館

無　料－
通年

毎日午前６時～午後７時

野球場利
根
川
総
合
運
動
場

ソフトボール場

サッカー場

１面１時間当たり400円年末年始（12／29～１／３）午前９時～午後９時テニスコート大
輪
公
園 １面１時間当たり1,000円年末年始（12／29～１／３）午前９時～午後９時ソフトボール場

無　料月曜日（ただし予約すれば利用可能）午前９時～日没

ふるさとの広場内

パークゴルフ場

9H　190M

無　料年末年始（12／29～１／４）
学校教育および公的行事に

支障のない時間帯（団体のみ）

小中学校体育施設

（校庭・体育館など）

無　料12月～３月同上
小中学校校庭

屋外夜間照明

Ｂ＆Ｇ海洋センター

TEL84－5511

300円大　人

毎週月曜日　年末年始

（12／28～１／４）（臨時休館日）

午前10時～正午

午後１時～午後４時

午後５時～午後９時

Ｂ＆Ｇ

海洋センター

200円高校生

100円中学生以下

無料３歳未満

照明設備使
用の場合は、
１面１時間
当たり800円

１面１時間

当たり

400円

年末年始（12／29～１／３）午前９時３０分～午後９時
ふるさとの広場内

テニスコート

老人福祉センター

TEL84－４９２６

町外居住者町内居住者毎週月曜日

毎週第２・第４木曜日

国民の祝日（敬老の日以外）

年末年始（１２／２８～１／４）

休日が月曜日に場合翌日

午前９時００分～午後４時老人福祉センター
６０歳以上

無料

６０歳未満

２００円

６０歳以上

無料

６０歳未満

２００円

同上午前９時００分～午後４時ゲートボール場



（２０）

健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表

　
環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

　
総
務
課
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

　
日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク
ル
協
会

か
ら
役
場
庁
舎
と
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
回
収
し
た
不
要
入
れ
歯
の

売
上
金
の
一
部
６
万
９
０
９
２
円

が
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附

さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
、
不
要
入
れ
歯
処
理

後
の
売
上
金
か
ら
分
析
精
製
手
数

料
金
を
差
し
引
い
た
額
の
　
％
の

４５

額
で
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
も
同

額
が
寄
附
さ
れ
ま
す
。

　
寄
附
金
は
、
町
の
社
会
福
祉
事

業
と
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
を
通
し

て
世
界
の
子
ど
も
た
ち
を
救
う
活

動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
に
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス

は
、
役
場
庁
舎
と
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

不
要
と
な
っ
た
入
れ
歯
が
あ
り
ま

し
た
ら
「
ご
み
と
し
て
捨
て
な
い
」

で
、
町
（
日
本
入
れ
歯
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
）
に
寄
附
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
要
入
れ
歯
の
売
上
金
一
部
を
寄
附

　
平
成
　
年
４
月
よ
り
「
地
方
公

20

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
が
一
部
施
行
さ
れ
、

毎
年
度
、
新
し
い
財
政
指
標
（
健

全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不

足
比
率
）
を
算
定
し
、
監
査
委
員

の
審
査
を
受
け
、
そ
の
意
見
を
付

け
て
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る

こ
と
が
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　
明
和
町
に
お
け
る
平
成
　
年
１９

度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い

て
は
、
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■健全化判断比率（単位：％）

※実質赤字額または、連結実質赤字額がない場合および実質公債
費比率または、将来負担比率が算定されない場合は「ー」を表示
します。

■資金不足比率（単位：％）

将来負担
比率

実質公債費
比率

連結実質

赤字比率

実質赤字
比率

０．３６．６ーー
健全化判断

比率

（３５０．０）（２５．０）（２０．０）（１５．０）
（早期健全

化基準）

備　　　考資金不足比率特別会計の名称

令第１７条第１号の規定によ

り事業の規模を算定
ー水道事業会計

令第１７条第３号の規定によ

り事業の規模を算定
ー下水道事業特別会計

※資金不足比率が算定されない場合は、「－」を表示します。

※「備考」欄には、資金不足比率の算定に用いた事業の規模について、

次の例により注記します。

「令第17条第1（2、3、4）号（括弧書き）の規定により事業の規
模を算定」

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/

□
募
集
人
数
    ３
２
０
人

□
入
園
資
格
　
町
内
に
住
所

を
有
す
る
児
童

□
申
込
場
所
 　
こ
ど
も
園

□
申
込
時
間
 　
午
前
９
時
～

午
前
　
時
　
分
、
午
後
１

１１

３０

時
～
午
後
５
時

□
申
込
期
限
 　
　
月
６
日
　

１１

（木）

□
保
育
時
間

《
短
時
間
保
育
児
童
》
 
 

煙
対
象
　
３
歳
児
～
就
学
前

の
児
童

煙
保
育
時
間
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
２
時

煙
保
育
料
　
定
額
９
５
０
０
円

《
長
時
間
保
育
児
童
》 
  

煙
対
象
　
０
歳
児
～
就
学
前

の
児
童

煙
保
育
時
間
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
４
時
（
早
朝
７
時

　
分
・
延
長
午
後
６
時
　
分

３０

３０

の
保
育
有
り
）

煙
保
育
料
　
階
層
別
（
町
の
規

定
）

※
長
時
間
保
育
を
希
望
の
か

た
は
、
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が

次
の
ど
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭

で
保
育
に
欠
け
る
か
た
で
す
。

臼
昼
間
、
家
庭
外
で
働
い
て
い
る

渦
現
在
は
産
休
・
育
休
な
ど
に

　
よ
り
保
育
に
欠
け
な
い
が
、

　
年
度

２１こ
ど
も
園
園
児
募
集



（２１）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

　
総
務
課
　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

　
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
町
審
査

が
９
月
　
日
、
役
場
会
議
室
で
行

１１

わ
れ
、
県
審
査
に
臨
む
小
・
中
学

校
か
ら
　
点
の
作
品
が
決
ま
り
ま

３０

し
た
。
選
挙
啓
発
の
一
環
と
し
て
、

県
選
挙
管
理
委
員
会
な
ど
が
主
催

し
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

小
・
中
学
生
３
５
６
人
か
ら
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
青
枢
展
新
人
賞
等
多
数
受
賞
し

た
小
林
孝
至
さ
ん
（
千
津
井
）
や

恩
田
町
長
、
選
挙
管
理
委
員
等
が

審
査
に
あ
た
り
、
事
前
に
各
学
校

単
位
で
選
考
し
た
東
小
学
校
　
点
、

１５

西
小
学
校
　
点
、
中
学
校
　
点
の

３７

２４

中
か
ら
次
の
か
た
が
た
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

【
小
学
校
の
部
】

▽
今
成
美
緒（
東
小
２
年
）▽
藤
野

友
翔（
西
小
１
年
）▽
野
中
慈
永

（
西
小
１
年
）▽
吉
田
　
絹（
西
小

２
年
）▽
小
磯
裕
哉（
西
小
３
年
）

▽
関
口
悠
華（
西
小
３
年
）▽
菊
地

優
李（
西
小
３
年
）▽
野
中
蒼
生

（
西
小
４
年
）▽
金
子
泰
士（
西
小

４
年
）▽
篠
木
亜
里
壽（
西
小
５

年
）▽
野
本
麻
衣（
西
小
５
年
）▽

荒
川
愛
奈
美（
西
小
６
年
）▽
石
塚

希
実（
西
小
６
年
）▽
柿
沼
千
鶴

（
西
小
６
年
）▽
新
井
貴
成（
西
小

６
年
）

【
中
学
校
の
部
】

▽
木
村
　
駿（
１
年
）▽
青
山
美
緒

（
１
年
）▽
江
原
瑞
姫（
１
年
）▽
星

野
大
河（
１
年
）▽
森
谷
　
梓（
１

年
）▽
渡
邉
耀
大（
２
年
）▽
石
原

杏
那
（
２
年
）
▽
内
田
美
希（
２
年
）

▽
今
泉
直
美
（
２
年
）
▽
蓮
見
　
崚

（
２
年
）
▽
小
暮
菜
穂
（
２
年
）▽
上

野
恵
美
（
３
年
）
▽
須
藤
直
矢
（
３

年
）▽
木
村
美
咲（
３
年
）▽
山
本

沙
也
加（
３
年
）

審査風景

　

　                                

　　　　　　　　　　  （単位：円）

□収入合計　　         

 前回繰越金  　 

　町補助金  　    

　寄附金          

     　　　　住民 

    　　　　 商工会員  

     　          町内企業

　               その他      

   雑入　　　　　　　　

□支出合計　　　　　 

　舞台等設備費　　　　　　

   電源電灯工事費　　　

　音響設備費                  

　会議費　            　　

　通信費       　　     　

　消耗品費　       　   

　広報費　                  

　会場賄い費        　   

　花火経費 　       　  

　クリーニング 料           

　抽選会　　　　　　　

　ちびっ子広場費　      

   お神輿保険料　           

　損害保険料　              

◇次回繰越金    　　　

7,161,929

1,628,010

3,000,000

2,501,400

1,061,400

821,000

299,000

 320,000

32,519

6,014,220

351,516

800,000

80,000

14,320

43,790

614,539

100,685

1,166,745

2,000,000

84,290

441,155

273,840

25,840

17,500

1,147,709

第１０回明和まつり
収入支出決算報告

　明和まつりの収入支出決算書は
次のとおりとなりました。皆さん
のご協力ありがとうございました。

内訳

　９月３０日、任期満了に伴い

石塚一生教育長が退任されま

した。庁舎正面玄関前に集

まった役場職員より花束が贈

られ、温かい拍手の中慣れ親し

んだ庁舎を後にしました。

　長きにわたり、明和町発展の

ためにご尽力をいただき本当

にありがとうございました。

石塚教育長退任

選
挙
ポ
ス
タ
ー
　
点
を
選
定

３０

町のお知らせテレホンサービス

　「テレドーム」をご利用下さい。
　屋外放送が聞き取れなかったことは

ありませんか？そんな時は電話で緊急

放送などの内容を聞くことができます。

山０１８０－９９２－３０３
※恐れ入りますが通話料はご負担願い
ます。

　
こ
ど
も
園
　
　
撒
　
・
７
７
１
１

８０

　
同
休
暇
な
ど
が
明
け
た
後

に
保
育
に
欠
け
る

嘘
昼
間
、
家
庭
内
で
家
事
以
外
の

仕
事
に
常
時
従
事
し
て
い
る

唄
母
親
が
、
妊
娠
中
ま
た
は

　
出
産
後
ま
も
な
い
（
産
前
２

か
月
、
産
後
３
か
月
）

欝
疾
病
ま
た
は
障
が
い
が
あ
る

蔚
病
人
や
心
身
障
が
い
者
を

常
時
看
護
し
て
い
る

鰻
火
災
・
風
水
害
・
地
震
な

　
ど
の
災
害
に
遭
い
、
そ
の
復

旧
に
当
た
っ
て
い
る

【
こ
ど
も
園
施
設
見
学
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
・
　

１０

２１

（火）

２２

日
　
   午
前
９
時
～
午
前

（水）
　
時
　
分
、
午
後
３
時
～

１１

３０

午
後
５
時

自
由
に
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
こ
ど
も
園
へ
。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（２２）

南大島区が国土交通大臣表彰
優良道路愛護団体等表彰

　国土交通大臣と県知事からの表彰状を手にする蓮見区長

　９月５日、平成２０年度優良道路愛護団体等表彰

式が群馬県庁で行われ、南大島区が常に道路の美化

に努めているとして国土交通大臣から表彰されま

した。また、県知事から道路愛護団体特賞も受賞し

ました。蓮見行男区長は「南大島区は面積が広く７

集落に分かれていますが、住民のまとまりがあり、

道路や水路等の清掃も一致団結して行っているの

で評価されたのだと思います」と話していました。梨を渡して安全を呼びかける児童

知的障がい者により一層の理解を
第３６回福祉パレード

　メッセージを読み上げる和田会長

　館林・邑楽ブロック福祉パレードが知的障害者月

間中の９月９日に役場町民プラザで開かれ、知的障

がい者やその家族、そして関係者が知的障害につい

て、より一層の理解と協力を訴えました。

　和田会長は「知的障がい者が地域の中で自分らし

く生きるためには、本人の努力とそれを支える地域

のかたがたの協力が必要」と出迎えた恩田町長や猪

股議長、町関係者らにメッセージを伝えました。

下水道への理解を深める
下水道まつり

　下水道まつりを楽しむ子どもたち

　９月２８日、　明和水質浄化センターで下水道まつ

りが行われました。

　これは下水道への理解を深め下水道の普及を図

ろうと行われているもので、施設見学のほか汚水が

浄化される仕組みの説明。子ども向けに風船や水

ヨーヨーなどの模擬店も設けられ、来場した子ども

たちは、楽しみながら下水道について学んでいまし

た。

　明和の梨で事故もごみも無し勝と町特産の梨を

配って、事故防止とごみの投げ捨て防止を呼びかけ

る運動が９月２５日、田島の梨街道で行われました。

事故ナシ運動は、秋の全国交通安全運動に合わせて実

施。交通安全協会婦人部、環境保健委員や西小交通少

年団が街頭に立ち、梨を渡して安全などを呼びかけま

した。「事故に気をつけてください」と梨を渡すとドラ

イバーは「ありがとう」と笑顔で受け取っていました。

明和のナシで事故もナシ
事故ナシ（梨）運動・ノーポイ運動
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（２３）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

学年を越えて交流を深める
中学校体育祭、東西小学校運動会

　９月１１日、明和中学校で体育祭が、９月２０日に

は東・西小学校で運動会が開催されました。

　中学校生徒会のスローガンは、「 疾風 れ！　優勝
つっぱ し

目指していざ出陣！！」。全校生徒が赤・青・黄の

３チームに分かれて点数を競い、競技が行われるた

びに、各チームから熱い声援が送られ、学年を越え

て交流を深めていました。蒸し暑い日となりまし

たが、工夫を凝らしたプログラムが多数用意され、

競技する側も観戦する側も体育祭をとても楽しん

でいました。

　東小学校児童会のスローガンは「あきらめず　前

に進めば　優勝旗！」。プログラムには親子競技や

老人会とのふれあい競技が多く取り入れられ、家族

や地域の人たちとのふれあいを大切にした運動会

となりました。

　西小学校児童会のスローガンは「全力で　力の限

り　最後まで」。さくら団・つつじ団・ポプラ団と

学年を越えた団対抗競技で高学年から低学年まで

心を一つにしてベストを尽くす、思いやりと元気あ

ふれる運動会でした。

上　跳べ！孫悟空（中学校）

左　西小ソーラン（西小）

下　ぐるぐるタイフーン（東小）

玉入れをする園児たち

元気いっぱいの運動会
こども園運動会

　９月２８日、ふるさとの広場でこども園運動会が

行われました。

　未満児から年長児までの園児約３２０人がお父さん、

お母さん、祖父母らの見守る中、元気いっぱいに

走ったり踊ったりしました。保護者らはカメラや

ビデオで撮影しながら我が子の成長ぶりにほほ笑

んで、大きな声援を送っていました。

ピンポン玉を落とさないように（スプーンレース）

　９月２７日、第１０回町総合福祉スポーツ大会が社

会体育館で開催されました。

　町内の高齢者、心身障がい者、母子・寡婦家庭等

のかたたちが一堂に会し、スポーツを通して楽しく

親睦を深め福祉の向上を図ろうとするものです。

　約４００人の参加者は、和気あいあいとした雰囲気

の中、スポーツの秋を満喫していました。

楽しく親睦を深めて
総合福祉スポーツ大会



（２４）

　
教
育
委
員
会
情
報

●教育委員会・中央公民館 山84・4491●海洋センター 山84・5511●社会体育館 山84・4626

　　
９
月
４
日
か
ら
４
週
間
に
わ

た
り
、
中
央
公
民
館
で
ス
ポ
ー
ツ

吹
き
矢
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
と
は
、
筒
に
息

を
吹
き
込
ん
で
矢
を
飛
ば
し
、
５

～
　
ｍ
離
れ
た
的
に
当
て
て
点

１０
数
を
競
う
競
技
で
す
。

　
教
室
に
参
加
し
て
い
た
白
井

髙
さ
ん
（
南
大
島
）
は
「
先
生
の

上
手
な
ご
指
導
で
、
吹
き
矢
の

フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
、
腹
式
呼
吸
の

重
要
性
と
健
康
へ
の
効
果
、
的
に

当
て
る
た
め
の
気
持
ち
の
持
ち

方
な
ど
、
具
体
的
に
し
か
も
個
別

に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

矢
の
一
本
ご
と
に
徐
々
に
的
の

中
心
に
近
づ
い
て
ゆ
く
感
覚
は

次
の
矢
へ
の
期
待
に
わ
く
わ
く

す
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
一

日
の
講
習
の
終
わ
り
に
は
純
粋

で
素
朴
な
充
足
感
に
満
た
さ
れ

る
本
当
に
有
意
義
な
講
習
会
で

あ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

嬉
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
南
大
島
地
区
で
は
吹
き
矢
の

用
具
を
２
セ
ッ
ト
購
入
し
、
高
齢

者
を
中
心
に
　
人
程
が
集
ま
り

２０

先
生
の
指
導
を
う
け
、
練
習
を
始

め
た
そ
う
で
す
。「
練
習
の
成
果

を
競
技
だ
け
で
な
く
、
集
中
力
の

強
化
と
健
康
の
維
持
に
も
役
立

て
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
て

い
ま
し
た
。

秋
季
成
人
ア
ク
ア
健
康
ま
つ
り

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１１

１６

（日）

１０

時
～
正
午

□
会
場
　
海
洋
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
成
人
男
女

□
講
師
　
森
下
直
子
さ
ん
（
日
本

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
連
盟
）

□
内
容
　
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・

ア
ク
ア
ビ
ッ
ク

□
定
員
　
　
人
５０

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１０

１９

（日）

１１

月
２
日
　（日）

□
申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
む

第
　
回
町
民
ウ
ォ
ー
ク
＆
ウ
ォ
ー
ク

１０
□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
８

１１

３０

（日）

時
　
分
集
合
（
小
雨
決
行
）

３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場

□
コ
ー
ス
　
約
　
㎞
８．５

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者
（
小

学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１０

１９

（日）

１１

月
　
日
　

２３

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

第
　
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

１１
□
日
時
　
　
月
７
日
　
　
午
前
８

１２

（日）

時
受
付

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者
（
　
歳
未
満
は
保
護
者
の

１８

誓
約
書
が
必
要
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１０

２６

（日）

１１

月
　
日
　

２３

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

町
体
育
指
導
委
員
と
一
緒
に
軽
ス

ポ
ー
ツ

□
日
時
　
　
月
８
日
　
　
午
前
９

１１

（土）

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

□
場
所
　
西
小
学
校

□
内
容
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等

□
対
象
　
小
学
生
以
上
の
町
内
在

住
・
在
勤
者

□
参
加
費
　
無
料

※
前
日
ま
で
に
社
会
体
育
館
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ふるさと産文寄席が開催されました

　９月１４日、ふるさと産業文化館で「ふるさと産文寄席」が

開催されました。町内の有志らで組織する明和町芸能を楽し

む会（山平薫会長）が主催して行われたもので、来場した大

勢の人達が邑楽町出身の落語家立川談四楼さんらの寄席を楽

しみました。来場者は「身近で寄席が楽しめてほんとうによ

かった」と話していました。

吹
き
矢
で
、
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
！スポーツ吹き矢教室の様子

立川談四楼さん

【

】

社
会
体
育
館

白井　髙さん

【

】

海
洋
セ
ン
タ
ー



●ふるさと産業文化館・図書館 山84・5555（２５）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

第
９
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　
延
べ
　
人
が
参
加
し
、
な
し
と

９４

ぶ
ど
う
の
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

対
戦
を
行
い
、
な
し
チ
ー
ム
１
２

０
点
、
ぶ
ど
う
チ
ー
ム
１
０
８
点

で
、
な
し
チ
ー
ム
が
勝
利
を
お
さ

め
ま
し
た
。

第
　
回
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

１０
大
会

優
　
勝
　
渋
澤
ろ
く

準
優
勝
　
小
林
保
子

第
３
位
　
畠
本
り
つ
子

第
　
回
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

１０
男
子
の
部
優
勝
　
滝
口
清
郎

女
子
の
部
優
勝
　
小
松
原
弘
子

小
中
学
生
の
部
優
勝
　
藤
林
佑
介

「
第
　
回
明
和
町
民
野
球
大
会
」
の

１０

中
止
に
伴
う
練
習
試
合

チ
ャ
ノ
キ
　
們
６
ブ
ロ
ッ
サ
ム

１３

第
　
回
町
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

１１
優
　
勝
　
ブ
ロ
ッ
サ
ム

準
優
勝
　
の
ど
ご
し
F
C

第
３
位
　
F
C
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン

　
　
　
　
明
和
F
C
U
倆
　５０

第
　
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

１０
男
子
優
　
勝
　
明
和
排
球
会
A

　
　
準
優
勝
　
明
和
排
球
会
B

女
子
優
　
勝
　
ク
イ
ー
ン
ズ

　
　
準
優
勝
　
明
和
ク
ラ
ブ

第
　
回
明
和
町
長
杯
野
球
大
会

２３
優
　
勝
　
矢
島
野
球
ク
ラ
ブ

第
　
回
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

１０
男
子
の
部

優
　
勝
　
田
部
井
・
吉
永
組

準
優
勝
　
江
森
・
菊
池
組

第
三
位
　
田
中
・
高
橋
組

女
子
の
部

優
　
勝
　
志
村
・
三
田
組

準
優
勝
　
岡
田
・
江
森
組

第
三
位
　
今
泉
・
鈴
木
組

男
女
ミ
ッ
ク
ス
の
部

優
　
勝
　
菊
地
・
岡
田
組

準
優
勝
　
江
森
・
江
森
組

第
三
位
　
中
野
・
中
村
組

 Information  Information 

明和町図書館から

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

Book図書館情報

◇幼児～小学校低学年

はっきよい畑場所

野菜たちの大相撲が始まる
よ。結びの一番は両横綱の
手に汗にぎる大相撲。
さて、軍配は?

かがくい ひろし

◇小学生
ま夏の夜は、たんけん!
3年1組ものがたり ３

真夜中にピアノが鳴ると
いう音楽室。だれもいな
い学校は、こわい。でも、
ぼくは修行して強くなり
たかった。3年1組たん
けん隊出発します!

後藤 竜二 作
福田 岩緒 絵

◇中学生～一般

エマ・ジーン・ラザル
ス、木から落ちる

同級生にまじわろうとしな
いエマ・ジーン。まわりか
らどう思われているかが
気になってしかたないコ
リーン。ふたりの道が交
差したとき、いろんなこと
が変わりはじめた。

ローレン・ターシス 作
部谷 真奈実 訳

１０

◇一般

別冊図書館戦争 Ⅱ

「そんで、結局あの人たち
は?」熱血バカ・笠原郁と
怒れるチビ・堂上篤、そし
て気になる「あの」ペアの
その後を熱く描く!

有川 浩

　５大陸最高峰を征服し、マッキンリー登頂後に

消息を絶った世界的冒険家、植村直己の生涯。

□日時　１０月２６日（日）　午後１時３０分

□場所　ふるさと産業文化館

□入場料　無料

※詳しくは、ふるさと産業文化館へお問い合

わせください。

今月の映画 植村直己物語

図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館映映映映映映映映映映画画画画画画画画画画ササササササササササロロロロロロロロロロ図書館映画サロンンンンンンンンンンン

 月のおすすめ図書

田部井・吉永組志村・三田組菊地・岡田組

滝口　清郎さん小松原　弘子さん藤林　佑介さん

クィーンズの皆さん 明和排球会Ａの皆さん



（２６）（２６）

※「みんなの声」は、役場庁舎内の掲示板にも掲示しています。

※はいポーズは、３歳児以下のお子さんを掲載しています。掲載をご希望されるかたは、企画課にご連絡下さい。

ちゃん

１歳１０か月　新里
Ｈ１８年１１月１７日生まれ

元気いっぱい遊んで、
笑顔いっぱい育って
ね捲

（家族より）

平澤　 薫 
かおり

くん

２歳１０か月　中谷
Ｈ１７年１２月１日生まれ

中西 幸聖 
ゆ き と

明 る く 元 気 な ゆ き
ちゃん 竃 の び の び
育ってね捲

（家族より）

　朝６時３０分の放送はやめてほしいと思い

ます。会社員の私としては土・日の睡眠はと

ても貴重です。気持ちよく眠っているのに、

必ず朝の放送で起こされてしまいます。夕方の６時

３０分の放送だけでいいのではないでしょうか。

　ご検討をお願いします。                              　　　

　　　          　　　　　　　　　　　（新里・女性）

　ご意見ありがとうございます。

　屋外放送は、町から毎日朝と夜の定時放送

（６時３０分）のほか、火災発生、尋ね人、学

校行事、各種大会などの随時放送を屋外スピーカーを

通して放送しています。屋外スピーカーの近くのかた

は音が大きい、また遠くのかたは聞こえにくいなどの

ご意見をいただいております。

　皆さんからのご意見を踏まえて、放送時間や内容、

放送施設の老朽化に伴う情報伝達手段等について検討

しているところですので、もう少しお時間をいただき

たいと思います。

                                          　　　　　　　（企画課）

３歳児健診で虫歯のない子を掲載しています。

館野 里帆 ちゃん（新里）
り ほ

増田 悠斗 くん（下江黒）
ゆ う と

横尾 瑠衣 ちゃん（新里）
る い

角田　 葵 くん（新里）
あおい

坂上 翔琉 くん（中谷）
か け る

小野 峻輔 くん（中谷）
しゅんすけ



（２７）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

　いつまでも若々しく、ハツラツと過ごしたい。誰もがそう願って

いると思います。社交ダンスをと通してそれを実践している人。明

和町の社交ダンスの先駆的指導者の小田木邦夫さん、富子さんご夫

妻を取材させていただきました。

　２６年余り、毎週金曜日の夜７時から中央公民館で２０名の人達が明

和社交ダンス愛好会に所属して団体レッスンに励んでいます。「特に

高齢者の方がダンスをすることで、介護を必要としない元気なお年

寄りが増えれば、本人はもとより家族の方も明るくなるし、医療費の

削減にもなり一石二鳥でしょう」富子さんは強調します。

　ここで、社交ダンスについて少し説明しましょう。社交ダンスは、ラテン系（アメリカ）とスタンダード系の二つ

の系統に分けられます。ラテン系には、①ルンバ②チャチャ③サンバ④ジャイブ⑤パソドブレの５種目があり、スタ

ンダード系には、①ワルツ②タンゴ③スロー④クイック⑤ウィンナーワルツの５種目があります。あわせて１０種目

あります。

　小田木ご夫妻に社交ダンスを楽しむためのコツを伺ってみました。「第一に初級者や中級者、上級者で習得する種

目が違うので、初級者の時にしっかりと基礎を覚

えることが肝要で上達の近道ですね。第二に異

性を絶えず意識することです。これは元気で長

生きする秘訣でもあります。身だしなみや言葉

遣いに注意し好感を持たれるようにして、敬愛の

心、機敏な行動も大切でしょう。また、ダンスを

するときは、背筋を伸ばしてよい姿勢を保つこと

も若々しくいられる秘訣です。第三に親睦を図

ることです。親しい友人、知人をたくさん作り人

生を明るく楽しくして、地域に友好の輪を広げて

いくことですね」と語ってくれました。

　実は、私自身社交ダンスを始めて５年目なので

すが、特にルンバのステップの中の「バリエー

ション」に興味を持ちたくさん覚えました。最初

は“アイーダ”や“アレマーナ”から始め、最近では“ホッキーステップ”等へとステップアップしています。大切

なことはすぐにメモを取って記憶し、頭と体をフル活用しながら楽しめる社交ダンスに魅力を感じ、また、会員の皆

さんの努力している姿を見て、先生と生徒の間に深い信頼関係が構築されているなと感じています。私は取材させて

いただき特に感じたことは、社交ダンスを楽しんでいる人達が、元気で明るく長生きして、親しい友人を作り、結果

的に医療や介護のお世話にならず花鳥風月の心で人生を送れることが共通の目的と認識し共感しました。

練習に励む明和社交ダンス愛好会の皆さん

社交ダンスで
　　　ハツラツと （新 里）

町民リポーター

野本利一

～明和社交ダンス愛好会～

小田木邦夫さん、富子さんご夫妻



（２８）

INFORMATION

掲示板

（２８）

□
日
時
　
　
月
１
日
　
～
３
日
　

１１

（土）

（月）

午
前
　
時
～
午
後
６
時
（
３
日

１０

は
午
後
１
時
ま
で
）

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
内
容

・
菊
花
展
（
図
書
館
南
側
）

　
　
月
　
日
　
～
　
月
３
日
　

１０

３０

（木）

１１

（月）

 ・
 
作
品
展
（
研
修
室
１
・
２
、

ホ
ワ
イ
エ
）

　
　
月
１
日
　
～
３
日
　

１１

（土）

（月）

・
芸
能
発
表
（
ホ
ー
ル
）

　
　
月
２
日
　
　
午
前
　
時
～

１１

（日）

１０

・
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
（
ホ
ー
ル
）

　
　
月
２
日
　
　
午
後
１
時

１１

（日）

・
 
将
棋
コ
ー
ナ
ー
（
歴
史
展
示

コ
ー
ナ
ー
前
）

　
　
月
２
日
　
　
午
前
　
時

１１

（日）

１０

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
へ
。

□
日
時
　
　
月
２
日
　
　
午
前
　

１１

（日）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、

ち
び
っ
こ
コ
ー
ナ
ー
、
豆
つ
か

み
コ
ー
ナ
ー
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
、

歯
科
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
か
み
か

み
コ
ー
ナ
ー
、
の
び
の
び
運
動

コ
ー
ナ
ー

※
各
コ
ー
ナ
ー
と
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
商
工
会
・
労
使
教
育

委
員
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
町
内

事
業
所
の
永
年
勤
続
優
良
従
業
員

表
彰
式
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
６

１１

２０

（木）

時
　
分
３０

□
会
場
　
役
場
会
議
室

□
対
象
　
永
年
に
わ
た
り
町
内
の

同
一
事
業
所
に
勤
務
し
、
地
域

産
業
の
発
展
に
尽
力
し
、
他
の

従
業
員
の
模
範
と
な
っ
て
い
る
、

勤
続
　
年
以
上
、　

年
以
上
、

３０

２０

　
年
以
上
の
か
た

１０
□
負
担
金
　
被
表
彰
者
一
人
に
つ

き
３
０
０
０
円
（
記
念
品
代
と

し
て
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

３１

（金）

□
申
込
方
法
　
事
業
主
の
か
た
が

推
薦
書
（
経
済
課
ま
た
は
商
工

会
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
）
を

経
済
課
ま
た
は
商
工
会
へ
提
出

し
て
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
（
内
線
１

５
２
）
ま
た
は
、
商
工
会
（
山
　
・
８４

３
１
３
０
）
へ
。

　
　
月
中
に
次
の
地
区
を
対
象
に
、

１１
法
定
の
８
年
を
経
過
す
る
水
道
量

水
器
の
交
換
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

対
象
と
な
る
お
宅
に
は
　
月
中
に

１０

通
知
を
い
た
し
ま
す
。

　
交
換
は
町
内
の
指
定
給
水
装
置

工
事
業
者
が
伺
い
交
換
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
そ
の
際
、
宅
内

に
立
ち
入
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

交
換
は
無
料
で
す
。

□
対
象
地
区
　
中
谷
・
梅
原
・
川

俣
・
須
賀
・
大
輪
・
入
ケ
谷
・

矢
島
・
大
佐
貫

□
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
　

石
崎
水
道
工
業
所
・
　
大
川
工

（株）

業
・
　
金
子
水
道
設
備
・
島
田

（有）

設
備
工
業
　
・
冨
塚
水
道
工
業

（有）

所
・
松
本
水
道
設
備

※
詳
し
く
は
、
建
設
水
道
課
（
内

線
１
７
４
）
へ
。

　
　
月
か
ら
免
除
基
準
が
次
の
と

１０
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

□
全
額
免
除
　
障
が
い
者
（
身
体

障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
お

よ
び
精
神
障
が
い
者
）
が
世
帯

構
成
員
で
あ
り
、
世
帯
全
員
が

市
町
村
民
税
（
住
民
税
）
非
課

税
の
場
合

□
半
額
免
除
　
視
覚
・
聴
覚
障
が

い
者
が
世
帯
主
の
場
合
に
、
半

額
免
除
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

重
度
の
障
が
い
者
（
身
体
障
が

い
者
、
知
的
障
が
い
者
お
よ
び

精
神
障
が
い
者
）
が
世
帯
主
の

場
合

※
対
象
と
な
る
か
た
は
、
手
帳

（
身
体
障
害
者
手
帳
等
）
と
印
鑑
を

お
持
ち
に
な
り
、
住
民
福
祉
課
へ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

住
民
福
祉
課
（
内
線
１
４
４
）へ
。

お
知
ら
せ

定
期
相
談
・
健
診

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　

１１

１０

（月）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
丸
山
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
　
月
１
～
８
日

１１

ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　

１１

１７

（月）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
会
議
室

【
年
金
相
談
】

※
　
月
は
あ
り
ま
せ
ん
　

１１

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
　
月
７
・
　
日
　

１１

２１

（金）

　
 午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
　
月
４
日
　

１１

（火） 

　
午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時

３０

１０

　
分
受
付

３０
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
　
月
　
日
　

１１

１３

（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
受
付

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
  

□
対
象
　
　
年
　
月
生
、　
年
　
、

１８

１１

１９

１１

　
年
１
・
４
・
７
月
生

２０

健
康
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

N
H
K
放
送
受
信
料
の
免

除
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

　
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

水
道
量
水
器
交
換
を

行
い
ま
す

　
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

事
業
主
の
か
た
は
永
年
勤
続

優
良
従
業
員
の
推
薦
を

　
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

第
　
回
文
化
祭
を
開

１１
催
し
ま
す

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

　
　
　
　
　
　
山
　
・
５
５
５
５

８４



（２９）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

　
ご
家
庭
で
こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ

が
あ
り
ま
し
た
ら
『
お
も
ち
ゃ
の

病
院
』
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１０

２５

（土）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
東
部
児
童
館

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

１５

□
参
加
費
　
修
理
の
費
用
は
基
本

的
に
は
無
料
で
す
が
、部
品
を
交

換
し
た
場
合
は
実
費
と
な
り
ま
す

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２０

（月）

□
申
込
方
法
　
住
民
福
祉
課
へ
電

話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
内

線
１
４
４
）
へ
。

　
老
齢
年
金
は
所
得
税
法
に
よ
り

「
雑
所
得
」
と
し
て
課
税
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
支
払
わ
れ
る
年
金
か

ら
各
種
の
控
除
を
行
い
、
残
り
の

額
か
ら
所
得
税
が
差
し
引
か
れ
る

し
く
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
種
の
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
毎
年
　
月
下
旬
か
ら
　
月
上

１０

１１

旬
に
か
け
て
社
会
保
険
業
務
セ
ン

タ
ー
か
ら
送
ら
れ
る
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
に
、
必
要
事
項
を
記

入
し
て
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
送
ら

れ
る
老
齢
年
金
受
給
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

・
　

歳
以
上
で
１
５
８
万
円
以
上

６５の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

・
　

歳
未
満
で
１
０
８
万
円
以
上

６５の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

　
こ
の
申
告
書
を
提
出
し
な
い
と
、

扶
養
控
除
等
の
控
除
が
受
け
ら
れ

ず
、
公
的
年
金
控
除
の
額
も
定
率

（
年
金
の
支
給
額
の
　
％
）
と
な
り
、

２５

税
金
が
多
く
徴
収
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず

に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

に
は
税
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

こ
れ
ら
を
受
給
し
て
い
る
か
た
に

は
扶
養
親
族
等
申
告
書
は
送
ら
れ

ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
（
山
０
５
７
０
・
　
・
１
１
６

０５

５
）、
ま
た
は
、
太
田
社
会
保
険
事

務
所
（
山
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

□
日
時
　
　
月
　
日
（
木
）　
午
前

１０

３０

　
時
～
午
後
１
時

１０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
内
容
　
健
康
的
な
食
生
活
に
つ

い
て
の
話
と
簡
単
な
調
理
実
習

□
対
象
　
町
内
在
住
の
男
性

□
募
集
人
数
　
　
人
（
先
着
順
）

２０

□
参
加
費
　
無
料

※
当
日
は
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

（
帽
子
で
も
可
）、
タ
オ
ル
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
健
康

づ
く
り
課
（
内
線
１
２
３
）
へ
。

　
建
退
共
制
度
は
、
建
設
現
場
で

働
く
か
た
が
た
の
た
め
に
「
中
小

企
業
退
職
金
共
済
法
」
と
い
う
法

律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
建

退
共
」
で
検
索
）
を
ご
覧
に
な
る

か
、
建
退
共
群
馬
県
支
部
（
山
０

２
７
・
２
５
２
・
１
６
６
６
）
へ
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
７

１０

２６

（日）

時
～
　
時
（
品
切
れ
ま
で
）

１０

□
場
所
　
館
林
市
総
合
地
方
卸
売

市
場

※
駐
車
場
は
同
市
場
お
よ
び
消
防

署
北
分
署
へ
お
願
い
し
ま
す
。

第
１
部

・
「
花
折
り
」　
川
本
喜
八
郎
監
督

・「
木
を
植
え
た
男
」
　
フ
レ
デ

リ
ッ
ク
・
バ
ッ
ク
監
督
（
カ
ナ
ダ
）

・「
赤
い
風
船
」
　
ア
ル
ベ
ー
ル
・

ラ
モ
リ
ス
監
督
（
フ
ラ
ン
ス
）

・
講
演
「
小
栗
康
平
監
督
講
演
会
」

第
２
部

・「
泥
の
河
」
小
栗
康
平
監
督

□
日
時
　
　
月
３
日
　
　
午
後
０

１１

（月）

時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

３５

□
場
所
　
邑
楽
町
中
野
小
学
校

□
入
場
料
　
大
人
１
０
０
０
円
、

高
校
生
・
大
学
生
５
０
０
円
、

子
ど
も
３
０
０
円

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
中
央
公
民
館
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
、
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
町
政
地
区
別
懇
談
会
（
５
月
～

６
月
実
施
）
の
事
業
概
要
説
明
の

中
で
、
平
成
　
年
度
予
算
児
童
生

１９

徒
一
人
当
た
り
の
教
育
費
に
つ
い

て
、
数
字
の
と
ら
え
方
が
不
適
切

で
し
た
の
で
訂
正
し
ま
す
。

※
明
和
町
の
児
童
生
徒
一
人
当
た

り
の
教
育
に
係
る
予
算
は
、
１
０

９
万
３
７
０
０
円
か
ら
４
２
万
８

４
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

　
　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

（独）
　
山
０
３
・
５
４
０
０
・
４
３
１
６

超速戦士G-FIVE
が来るよ！

 町制施行１０周年記念事業

明和町産業祭
　町では、町制施行１０周年事業第７

回明和町産業祭を開催します。子ど

もからお年寄りまで楽しめる催し物

が盛りだくさんです。皆さんのご来

場をお待ちしております。

□期日　１１月２日（日）　※雨天決行

□時間　午前９時～午後２時３０分

□場所　役場ほか

□催し物　企業紹介展示即売コーナー、

模擬店コーナー、来場者抽選会、ミニ

SL乗車コーナー、フリーマーケット等

※詳しくは、経済課（内線１５３）へ。

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー

が
や
っ
て
き
ま
す

　
住
民
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

男
性
の
た
め
の
食
生
活

講
座
が
開
か
れ
ま
す

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

扶
養
親
族
等
申
告
書

の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

卸
売
市
場
で
朝
市
を

開
催
し
ま
す

　
館
林
市
総
合
卸
売
市
場
　（株）

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
５
１
１

７５

 邑
 の
映
画
会
が
開
催

む
らさ

れ
ま
す

　
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
山
　
・
４
４
９
１

８４

町
政
地
区
別
懇
談
会
の
説

明
資
料
の
訂
正
に
つ
い
て

　
企
画
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（３０）

INFORMATION

（３０）

□
日
時
　
　
月
５
日
　
　
午
前
９

１１

（水）

時
　
分
～
午
後
１
時
（
受
付
・

３０
午
前
９
時
　
分
～
９
時
　
分
）

１５

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
者

□
人
数
　
　
人
２５

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２４

（金）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
３
）
へ
。

□
日
時
　
　
月
２
日
　
　
午
前
９

１１

（日）

時
～
午
後
２
時
　
分
（
雨
天
の

３０

場
合
は
中
止
）

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

南
側

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
募
集
数
　
　
組
程
度
（
申
込
多

２０

数
の
場
合
は
抽
選
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２４

（金）

□
申
込
方
法
　
環
境
課
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
出
店
・
販
売
制
限

・
生
き
物
・
食
品
・
薬
・
危
険
物

は
除
き
ま
す

・
店
舗
ス
ペ
ー
ス
は
、
乗
用
車
１

台
分
程
度

・
未
成
年
者
の
参
加
は
お
断
り
し

ま
す
（
保
護
者
同
伴
は
可
）

・
業
者
の
参
加
は
お
断
り
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
（
内
線
１

６
２
）
へ
。

　
認
知
症
の
人
や
家
族
を
応
援
す

る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養

成
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　

１０

３０

（木）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

□
場
所
　
邑
楽
町
役
場

□
対
象
　
町
民
の
か
た
な
ら
ど
な

た
で
も

□
内
容
　
劇
（
認
知
症
を
知
っ
て

み
よ
う
）
と
講
話
（
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
と
は
）

□
参
加
費
　
無
料

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

５０

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２７

（月）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
、
電
話
で
申
し
込
む

※
受
講
者
全
員
に
、
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
す

『
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
』（
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
）
を
贈
呈
し
ま
す
。
詳
し

く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
内
線
１
２
６
）
へ
。

　
地
域
で
介
護
の
必
要
な
人
や
家

族
を
応
援
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
　
▼
初
級
講
座
　
　
月
　

１１

１９

日
　
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

（水）

３０

▼
中
級
講
座
　
　
月
　
日
　
、

１１

２６

（水）

　
月
３
日
　
、　

月
　
日
　
　

１２

（水）

１２

１０

（水）

午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

□
場
所
　
大
泉
町
文
化
む
ら

□
対
象
　
邑
楽
郡
内
在
住
者
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る

意
欲
の
あ
る
か
た

□
内
容
　
口
腔
ケ
ア
・
栄
養
改
善
・

認
知
症
の
理
解
と
予
防
、
運
動

機
能
の
向
上
（
介
護
予
防
の
運

動
指
導
・
体
操
・
評
価
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
）

□
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

２５

□
費
用
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
７
日
　

１１

（金）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
む

※
受
講
者
に
は
認
定
証
が
贈
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
内
線
１
２
６
）
へ
。

　
町
で
は
、
産
業
祭
の
開
催
に
あ

わ
せ
て
町
内
物
産
の
展
示
品
を
募

集
し
ま
す
。

□
展
示
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１０

２７

（日）

１１

月
６
日
　（木）

□
場
所
　
町
民
プ
ラ
ザ
（
役
場
１
階
）

□
内
容
　
町
内
の
農
産
物
・
工
業

製
品
等
の
展
示

□
募
集
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２０

（月）

□
申
込
方
法
　
経
済
課
へ
電
話
で

申
し
込
む
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

※
搬
入
・
搬
出
方
法
等
は
、
経
済

課
（
内
線
１
５
３
）
へ
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
　

１１

１８

（火）

１０

時
□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
妊
婦
お
よ
び
１
歳
未
満

の
乳
児

□
人
数
　
　
人
（
先
着
順
）

１５

□
用
意
す
る
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
２

枚
、
必
要
に
よ
り
ミ
ル
ク
な
ど

□
申
込
期
限
　
　
月
７
日
　

１１

（金）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

（
内
線
１
２
２
）
へ
。

▼
建
設
水
道
課

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
　
・
６
工
区
）

２０

１０

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
７
８
０
万
円

落
札
金
額
　
１
７
２
０
万
円

請
負
業
者
　
小
曽
根
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
７
・
　
工
区
・
そ
の
１
）

２０

２０

工
事
場
所
　
中
谷
地
内

予
定
価
格
　
１
７
８
０
万
円

落
札
金
額
　
１
７
２
０
万
円

請
負
業
者
　
新
和
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
　
・
　
工
区
・
そ
の
１
）

２０

１１

１４

工
事
場
所
　
新
里
地
内

予
定
価
格
　
１
７
２
０
万
円

落
札
金
額
　
１
６
７
０
万
円

請
負
業
者
　
斎
藤
建
設
工
業
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
　
・
９
工
区
）

２０

１１

工
事
場
所
　
江
口
地
内

予
定
価
格
　
１
７
２
０
万
円

落
札
金
額
　
１
６
７
５
万
円

請
負
業
者
　
　
司
建
設

（有）

募
集
し
ま
す

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教

室
を
開
催
し
ま
す

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

地
場
産
大
豆
を
使
っ

た
料
理
教
室

　
健
康
づ
く
り
課

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
づ

　
く
り
課
内
）
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
健
康
づ

　
く
り
課
内
）
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

入
札
結
果

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

へ
出
店
し
ま
せ
ん
か

　
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４

自
慢
の
物
産
品
を
展

示
し
ま
せ
ん
か

　
経
済
課

　
　
　
　
　
　
山
　
・
３
１
１
１

８４



（３１）広報めいわ　平成２０年１０月１０日

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
　
・
　
工
区
）

２０

１１

１３

工
事
場
所
　
新
里
地
内

予
定
価
格
　
１
５
９
０
万
円

落
札
金
額
　
１
５
６
０
万
円

請
負
業
者
　
真
仁
田
土
建
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
明
和
１
号
幹
線

管
渠
築
造
工
事
（
　
・
　
・
２
工

２０

１２

区
）

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
２
４
０
０
万
円

落
札
金
額
　
２
３
２
０
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

町
道
３
・
２
１
６
号
外
１
線
舗
装

新
設
工
事

工
事
場
所
　
須
賀
・
外
１
地
内

予
定
価
格
　
２
５
０
万
円

落
札
金
額
　
２
４
０
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

町
道
３
・
１
４
７
号
外
２
線
舗
装

新
設
工
事

工
事
場
所
　
矢
島
地
内

予
定
価
格
　
３
０
０
万
円

落
札
金
額
　
２
８
９
万
円

請
負
業
者
　
　
司
建
設

（有）

町
道
　
号
外
１
線
側
溝
整
備
工
事

１８

工
事
場
所
　
川
俣
・
外
１
地
内

予
定
価
格
　
６
０
０
万
円

落
札
金
額
　
５
８
６
万
円

請
負
業
者
　
　
司
建
設

（有）

上
水
道
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
布
設
替

工
事

工
事
場
所
　
斗
合
田
地
内

予
定
価
格
　
１
５
０
０
万
円

落
札
金
額
　
１
４
６
０
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事（
　
・
　
・
　
工
区
・
そ
の
１
）

２０

１２

１３

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
８
７
０
万
円

落
札
金
額
　
８
５
５
万
円

請
負
業
者
　
尾
崎
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事（
　
・
７
・
　
工
区
・
そ
の
２
）

２０

２０

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
０
０
０
万
円

落
札
金
額
　
　
９
７
０
万
円

請
負
業
者
　
真
仁
田
土
建
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事（
　
・
８
・
４
工
区
・
そ
の
２
）

２０

工
事
場
所
　
南
大
島
地
内

予
定
価
格
　
１
６
５
０
万
円

落
札
金
額
　
１
６
０
０
万
円

請
負
業
者
　
原
工
業
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
　
・
２
工
区
）

２０

１２

工
事
場
所
　
大
佐
貫
地
内

予
定
価
格
　
１
７
８
０
万
円

落
札
金
額
　
１
７
２
０
万
円

請
負
業
者
　
河
本
工
業
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
築
造

工
事
（
　
・
　
・
３
工
区
）

２０

１１

工
事
場
所
　
江
口
地
内

予
定
価
格
　
１
７
８
０
万
円

落
札
金
額
　
１
７
２
５
万
円

請
負
業
者
　
小
曽
根
建
設
　（株）

公
共
下
水
道
事
業
枝
線
管
渠
実
施
設

計
・
路
線
測
量
業
務
委
託（
　
・
　
区
）

２０

１４

工
事
場
所
　
田
島
地
内

予
定
価
格
　
１
７
０
０
万
円

落
札
金
額
　
１
５
８
０
万
円

請
負
業
者
　
関
東
測
量
　（株）

町
道
２
・
２
９
５
号
線
　
歩
道
設

置
工
事

工
事
場
所
　
新
里
地
内

予
定
価
格
　
２
１
２
０
万
円

落
札
金
額
　
２
０
５
０
万
円

請
負
業
者
　
　
明
石
工
業

（有）

町
道
４
号
外
３
線
　
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所
　
南
大
島
・
外
１
地
内

予
定
価
格
　
３
７
７
０
万
円

落
札
金
額
　
３
６
６
０
万
円

請
負
業
者
　
荒
井
建
設
　（株）

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

石
原
　
 輝
 
（
薫
・
美
紀
子
慨
新
里
）

ひ
か
る

岡
田
 瑞
姫
 
（
博
之
・
弘
子
慨
新
里
）

み

ず

き

堀
ち
な
つ
（
英
昭
・
香
誉
子
慨
中
谷
）

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

松
本
義
一
　
　
　
大
　
輪
　
誠

７５

柴
﨑
春
雄
　
　
　
下
江
黒
　
三
男

８１

新
井
と
し
子
 　

　
　
江
　
口
　
百
夫

８８

※
戸
籍
の
窓
で
は
、
広
報
め
い
わ

へ
の
掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載

せ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

文芸
《

遠

富

士

支

部

》

まちの
 宥
 め
ら
れ
送
り
て
く
れ
し
亡
き
兄
の
思
い
浮
か
び
し
月
の
夜
空
に

な
だ

泉
田
　
政
子

雷
鳴
に
明
か
り
は
消
え
て
一
人
座
せ
ば
土
砂
降
る
雨
は
滝
の
ご
と
し

奈
良
　
照
子

木
陰
下
キ
ツ
ネ
ノ
カ
ミ
ソ
リ
不
意
に
開
き
 朝
 の
庭
の
新
し
く
な
り

あ
し
た

原
口
美
津
子

鈍
り
た
る
鎌
の
刃
 粗
砥
 で
削
り
つ
つ
水
路
の
斜
面
の
雑
草
を
刈
る

あ

ら

と

福
田
　
初
江

足
の
筋
折
々
痛
み
し
び
れ
る
を
老
い
の
か
げ
り
と
恐
れ
お
の
の
く

野
本
み
ね
子
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

ふるさと明和

（平成２０年９月１日現在）

　総人口　１１，６３７人　（－１１）
　　男　　　５，８５２人　（－７）
　　女　　　５，７８５人　（－４）
　世帯数　　３，７７３世帯（－１）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

　　士急病……………１８件
　　士交通事故………　３件
　　士その他…………　６件
　　士合計……………２７件

９月の救急車出動回数

フォトコンテスト

写真家　野村誠一が選ぶ

※入賞者の作品を掲載しています。（敬称略）

写真家 野村誠一先生

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

－
小林内科
（８８）８２７８

小曽根整形
（７２）７７０７

うえの医院
（７２）３３３０

館林地区
と同じ

10月12日（日）

－
さくらｸﾘﾆｯｸ
（７２）３８５５

館林医院
（７４）２１１２

安楽岡医院
（７２）０５７２

－10月13日（月）

川村耳鼻
（７２）１３３７

星野こども
（小児科のみ）
（７０）７２００

最上胃腸科
（７４）３７６３

横田胃腸科
（７２）４９７０

館林地区
と同じ

10月19日（日）

－
こやなぎ

（小児科のみ）
（８０）２２２０

澤田皮膚外科 
（７０）７７０３

大石内科
（７４）２３６２

福田ペイン
（８４）１２３３

10月26日（日）

今村ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

横田医院 
（７２）０２５５

慶友整形
（７２）６０００

ゆたか医院
（７３）７３０８

館林地区
と同じ

１１月  2日（日）

－益田小児科
（６２）５５３５

海宝病院
（７４）０８１１

橋田内科
（７２）０００１

－11月  3日（月）

－
たけい小児科
（小児科のみ）
（７６）２５２５

岡田整形
（７２）３１６３

記念病院
（７２）３１５５

小西医院
（８６）２２６１

11月  9日（日）

板倉耳鼻
（８０）４３３３

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

川島脳外
（７５）５５１１

まりレディス
（７６）７７７５

館林地区
と同じ

11月 16日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(山７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急
夜　　　　間

（午後７時～１０時）
歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

山７２・３１４０

夜間急病診療所（内科・小児科）
　山７３・２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
山７３・８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

「祭りの宴」　　　辻村　正純

入　選　


